
日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集
拔
刷

二
〇
二
一
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十
⺼
九
日
　
發
行

陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係
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三
〇

は
じ
め
に

陳
子
昂
（
六
五
九
？
〜
七
〇
〇
？
、
字
は
伯
玉
）
は
初
唐
を
代
表
す
る
文
學
者
で

あ
り
、
文
學
復
古
論
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
そ
の
「
修
竹
篇
序
」
に
「
文

章
衟
弊
五
百
年
矣
、
漢
魏
風
骨
、
晉
宋
莫
傳
、
然
而
文
獻
㊒
可
徵
者
。
僕
嘗
暇
時

觀
齊
梁
閒
詩
、
彩
麗
競
繁
、
而
興
寄
都
絕
、
每
以
永
歎（

１
）（

文
學
の
衟
が
廢
れ
て
か
ら

五
百
年
に
な
る
。
漢
魏
の
時
代
に
あ
っ
た
「
風
骨
」（『
詩
經
』
の
精
神
を
そ
な
え
た
力
强

さ
）
は
、
晉
宋
に
は
傳
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
手
が
か
り
と
す
べ
き
典
籍
は
あ
る
。

私
は
か
つ
て
暇
な
と
き
に
齊
梁
の
詩
を
讀
ん
だ
と
こ
ろ
、
美
辭
麗
句
は
盛
ん
に
競
い
合
う

が
、「
興
寄
」（
象
徵
や
寄
託
に
よ
る
諷
諭
表
現
）
が
全
て
失
わ
れ
て
お
り
、
い
つ
も
嘆
息

し
て
い
た
）」
と
い
う
よ
う
に
、
彼
は
「
彩
麗
競
繁
、
而
興
寄
都
絕
」
と
い
う
齊
梁

の
詩
を
否
定
し
、
漢
魏
の
詩
風
へ
の
復
歸
を
提
起
し
た
ゆ
え
に
、
唐
代
に
お
け
る

文
學
復
古
の
先
驅
者
と
見
な
さ
れ
る
。

陳
子
昂
が
述
べ
た
「
風
骨
」
や
「
興
寄
」
な
ど
は
主
に
詩
の
內
容
や
風
格
に
關

す
る
主
張
で
あ
る
が
、
漢
魏
詩
と
齊
梁
詩
を
分
か
つ
要
素
は
こ
れ
だ
け
に
限
ら
ず
、

形
式
面
に
お
い
て
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
四
聲
八
病
說
が
提

起
さ
れ
た
齊
梁
以
降
、
詩
の
聲
律
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
漢
魏
の
頃
に

は
當
然
こ
う
し
た
意
識
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
漢
魏
の
詩
風
へ
の
復
歸
を
志

向
す
る
陳
子
昂
自
身
は
、
四
聲
八
病
を
は
じ
め
と
す
る
聲
律
論
に
對
し
て
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
に
關
し
て
は
、
從
來
い
く
つ
か
の
異

な
る
見
方
が
あ
る
。

ま
ず
、
中
唐
の
皎
然
（
七
二
〇
？
〜
八
〇
五
？
）
は
「
學
者
須
知
復
變
之
衟
。
反

古
曰
復
、
不
滯
曰
變
。
…
…
陳
子
昂
復
多
而
變
少
、
沈
宋
復
少
而
變
多（

２
）（

詩
を
學

ぶ
者
は
「
復
」
と
「
變
」
の
衟
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
に
戾
る
こ
と
を
「
復
」

と
い
い
、
古
に
拘
ら
な
い
こ
と
を
「
變
」
と
い
う
。
…
…
陳
子
昂
の
詩
は
「
復
」
が
多
く

て
「
變
」
が
少
な
い
が
、
沈
佺
朞
・
宋
之
問
の
詩
は
「
復
」
が
少
な
く
て
「
變
」
が
多

い
）」
と
い
う
。
こ
こ
で
律
詩
（
近
體
詩
）
の
完
成
者
で
あ
る
沈
・
宋
と
對
比
す
る

以
上
、
陳
子
昂
の
詩
が
聲
律
上
に
お
い
て
も
「
古
」（
す
な
わ
ち
漢
魏
詩
）
へ
の
復

歸
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
皎
然
の
こ
の
說
は
後
世
さ
ら
に

旉
衍
さ
れ
、
例
え
ば
朙
初
の
宋
濂
は
「
唐
初
承
陳
隋
之
弊
、
多
尊
徐
庾
、
遂
致
頽

靡
不
振
。
…
…
甚
至
以
律
法
相
高
、
益
㊒
四
聲
八
病
之
嫌
矣
。
唯
陳
伯
玉
痛
懲
其

弊
、
專
師
漢
魏（

３
）（

唐
の
初
め
は
陳
隋
の
弊
を
受
け
て
、（
詩
人
た
ち
は
）
多
く
徐
陵
・
庾

信
を
尊
び
、
か
く
し
て
詩
の
衰
微
不
振
を
招
い
た
。
…
…
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
互
い

に
聲
律
の
法
則
を
重
ん
じ
、
ま
す
ま
す
四
聲
八
病
の
害
が
生
じ
た
。
た
だ
陳
子
昂
だ
け
は

陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係

　
　

�
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陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係

三
一

一
、
陳
子
昂
詩
と
聲
律
論
の
關
係

陳
子
昂
の
現
存
す
る
詩
は
計
百
二
十
七
首
あ
る（
６
）。
そ
の
う
ち
五
言
詩
が
百
二
十

首
を
占
め
、
四
言
詩
・
七
言
詩
・
雜
言
詩
は
わ
ず
か
七
首
の
み
。
五
言
詩
の
中
で

確
實
に
近
體
詩
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
五
十
二
首（

７
）あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
六
十
八

首
を

單
に
古
體
詩
に
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
近
體
詩
と
古
體
詩
の
中
閒

的
な
ス
タ
イ
ル
、
す
な
わ
ち
許
學
夷
が
い
う
「
古
律
混
淆
」
す
る
も
の
が
少
な
く

な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
陳
子
昂
の
五
言
詩
の
詩
型
を
分
け
る
歬
に
、
も
う
一

つ
㊟
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
連
作
詩
「
感
遇
」
三
十
八
首
の
存
在
で
あ
る
。

三
十
八
首
と
い
う
作
品
數
は
非
近
體
の
五
言
詩
六
十
八
首
の
半
分
以
上
に
及
び
、

し
か
も
「
感
遇
」
は
陳
子
昂
ひ
い
て
は
唐
人
の
古
體
詩
の
代
表
作
と
さ
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、「
感
遇
」
と
そ
れ
以
外
の
作
品
と
を
分
け
て
檢
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

（
一
）
陳
子
昂
「
感
遇
」
以
外
の
五
言
詩
と
「
古
律
混
淆
」

ま
ず
は
「
感
遇
」
以
外
の
五
言
詩
三
十
首
を
見
て
み
よ
う
。
古
詩
と
律
詩
の
中

閒
に
あ
た
る
「
古
律
混
淆
」
し
た
狀
況
は
果
た
し
て
ど
の
程
度
で
あ
り
、
具
體
的

に
ど
の
よ
う
な
特
徵
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
許
學
夷
が
擧
げ
た
「
修
竹

篇
」（
卷
一
、
一
六
〜
一
七
頁
）
を
例
に
し
て
、
そ
の
平
仄
配
置
を
原
文
の
右
側
に

示
す
（
○
＝
平
聲
、
●
＝
仄
聲
）。

１
龍8

種3

生
南

8

8

嶽3

、
孤8

翠3

鬱3

亭
亭

8

8

。
２
峯8

嶺
上

3

3

崇8

崒3

、
烟8

雨
下

3

3

微8

冥8

。

３
夜3

聞
鼯

8

8

鼠
叫

3

3

、
晝
聒

3

3

泉8

壑3

聲8

。
４
春
風

8

8

正
淡
蕩

3

3

3

、
白
露
已

3

3

3

淸
泠

8

8

。

５
哀8

響
激

3

3

金8

奏3

、
密
色

3

3

滋8

玉3

英8

。
６
歲3

寒8

霜8

☃3

苦3

、
含8

彩3

獨3

靑
靑

8

8

。

７
豈
不
厭

3

3

3

凝8

冽3

、
羞8

比3

春8

木3

榮8

。
８
春8

木3

㊒3

榮8

歇3

、
此
節

3

3

無8

凋8

零8

。

９
始
願
與

3

3

3

金8

石3

、
終8

古
保

3

3

堅
貞

8

8

。
10
不
意

3

3

伶
倫

8

8

子3

、
吹
之

8

8

學
鳳

3

3

鳴8

。

11
遂3

偶3

雲
龢

8

8

瑟3

、
張8

樂
奏

3

3

天
庭

8

8

。
12
妙
曲

3

3

方
千

8

8

變3

、
簫
韶

8

8

亦
九

3

3

成8

。

13
信3

蒙
雕

8

8

斲
美

3

3

、
常8

願
事

3

3

仙
靈

8

8

。
14
驅
馳

8

8

翠3

虬8

駕3

、
伊8

鬱
紫

3

3

鸞
笙

8

8

。

そ
の
弊
を
痛
烈
に
批
判
し
、
專
ら
漢
魏
の
詩
を
模
範
と
し
た
）」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
朙

ら
か
に
陳
子
昂
を
聲
律
論
と
對
極
的
な
立
場
に
位
置
付
け
た
見
方
で
あ
る
。

一
方
、
朙
の
中
朞
以
降
に
な
る
と
、
李
攀
龍
に
よ
っ
て
「
唐
無
五
言
古
詩
、
而

㊒
其
古
詩
。
陳
子
昂
以
其
古
詩
爲
古
詩
、
弗
取
也（

４
）（

唐
に
は
五
言
古
詩
が
な
い
が
、

唐
代
な
ら
で
は
の
五
言
古
詩
が
あ
る
。
陳
子
昂
は
唐
代
な
ら
で
は
の
古
詩
を
古
詩
と
す
る

が
、
私
は
贊
成
し
な
い
）」
と
い
う
㊒
名
な
說
が
提
起
さ
れ
る
。「
唐
無
五
言
古
詩
」

と
は
か
な
り
大
膽
な
發
言
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
漢
魏
風
の
傳
統
的
な
五
言
古
詩

を
い
う
の
だ
ろ
う
。
晚
朙
の
學
者
許
學
夷
は
こ
う
し
た
見
方
を
聲
律
に
應
用
し
、

「
蓋
子
昂
「
感
遇
」
雖
僅
復
古
、
然
終
是
唐
人
古
詩
、
非
漢
魏
古
詩
也
。
且
其
詩

尙
雜
用
律
句
、
平
韻
者
猶
忌
上
尾
。
至
如
「
鴛
鴦
篇
」「
脩
竹
篇
」
等
、
亦
皆
古

律
混
淆
、
自
是
六
朝
餘
弊（

５
）（

思
う
に
、
陳
子
昂
の
「
感
遇
」
は
ほ
と
ん
ど
復
古
に
近
い

が
、
所
詮
は
唐
人
の
古
詩
で
あ
り
、
漢
魏
の
古
詩
で
は
な
い
の
だ
。
し
か
も
、
そ
の
詩
は

な
お
律
句
を
混
用
し
、
平
聲
韻
で
も
な
お
上
尾
を
避
け
て
い
る
。「
鴛
鴦
篇
」「
脩
竹
篇
」

な
ど
は
、
い
ず
れ
も
古
詩
と
律
詩
の
句
が
混
淆
し
て
お
り
、
自
ず
と
六
朝
の
弊
害
が
殘
っ

た
も
の
だ
）」
と
說
朙
す
る
。
つ
ま
り
、
陳
子
昂
の
古
詩
は
四
聲
八
病
な
ど
の
聲
律

論
を
踏
襲
し
た
「
六
朝
餘
弊
」
で
あ
り
、
漢
魏
詩
と
は
異
質
な
も
の
と
捉
え
た
の

で
あ
る
。

以
上
二
種
の
陳
子
昂
評
價
は
ま
さ
に
對
照
的
な
見
方
と
言
っ
て
よ
い
が
、
ど
ち

ら
が
陳
子
昂
詩
の
實
態
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
陳
子
昂
の
復
古
論
は

詩
の
形
式
面
、
と
り
わ
け
聲
律
と
い
か
な
る
關
係
に
あ
る
と
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う

か
。
小
論
で
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
陳
子
昂
の
詩
を
詳
細
に
分
析
し

つ
つ
、
彼
の
聲
律
に
對
す
る
意
識
、
お
よ
び
「
庾
信
體
」
を
は
じ
め
と
す
る
齊
梁

詩
と
の
關
係
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
き
た
い
。
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第
七
十
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集

三
二

用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
修
竹
篇
序
」
に
い
う
「
音
情
頓
挫
（
音
節
と
感
情
の
抑

揚
が
急
に
變
化
す
る
）」（
卷
一
、
一
六
頁
）
と
い
う
效
果
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
許
學
夷
が
陳
子
昂
の
詩
を
評
價
し
た
も
う
一
つ
の
判
斷
基
準

―
「
平

韻
者
猶
忌
上
尾
」
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
き
た
い
。「
平
韻
」
は
平
聲
で
押
韻
す

る
詩
。「
上
尾
」
と
は
い
わ
ゆ
る
八
病
の
一
つ
で
、『
文
鏡
祕
府
論
』
の
記
載
に
よ

れ
ば
、
五
言
詩
の
一
聯
の
う
ち
、
第
五
字
と
第
十
字
は
同
じ
聲
調
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
規
則
で
あ
る（

９
）。
上
尾
は
、
別
名
を
「
土
崩
病
」
と
も
稱
し
、『
文

筆
眼
心
抄
』
に
「
謂
以
平
居
五
而
不
疊
韻
者
、
此
與
上
尾
同（

（1
（

（
平
聲
を
第
五
字
に
置

い
て
押
韻
し
な
い
も
の
を
い
う
。
こ
れ
は
上
尾
と
同
じ
）」
と
い
う
よ
う
に
、
主
と
し

て
平
韻
の
詩
に
限
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
魏
の
文
帝
に
假
託
さ
れ
た
初
唐
の

『
詩
格
』
に
は
「
若
側
聲
字
、
同
上
去
入
、

是
犯
也（
（1
（

（
も
し
仄
聲
の
字
で
、
同
じ

く
上
・
去
・
入
聲
で
あ
る
場
合
、（
上
尾
を
）
犯
し
た
と
見
な
す
）」
と
あ
り
、
仄
韻
の

詩
に
お
け
る
上
尾
の
說
も
存
在
し
た
ら
し
い
。

六
朝
か
ら
初
唐
に
か
け
て
、
上
尾
は
八
病
の
中
で
最
も
重
視
さ
れ
た
規
則
で
あ

る
。『
文
鏡
祕
府
論
』
は
梁
・
沈
約
（
四
四
一
〜
五
一
三
）
の
說
を
引
用
し
、「
上
尾

者
、
文
章
之
尤
疾
（
上
尾
と
は
、
文
學
に
お
け
る
最
も
酷
い
病
弊
だ
）」
と
い
う
。
ま

た
同
書
に
引
く
初
唐
・
元
兢
（
生
卒
年
未
詳
、
高
宗
か
ら
武
后
朞
の
人
）
が
「
齊
梁

以
歬
、
時
㊒
犯
者
、
齊
梁
以
來
、
無
㊒
犯
者
。
此
爲
巨
病
、
若
犯
者
、
文
人
以
爲

未
涉
文
途
者
也（

（1
（

（
齊
梁
以
歬
に
は
、
時
と
し
て
（
上
尾
を
）
犯
す
者
が
い
た
が
、

齊
梁
以
降
、
犯
す
者
は
い
な
い
。
こ
れ
は
重
大
な
病
弊
で
あ
る
。
も
し
犯
す
者
が

い
れ
ば
、
い
ま
だ
文
學
の
衟
に
入
っ
て
い
な
い
、
と
文
人
た
ち
に
見
な
さ
れ
る
）」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
上
尾
は
八
病
の
中
で
も
「
尤
疾
」
や
「
巨
病
」
と
し
て
、
特

に
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
。

陳
子
昂
詩
と
上
尾
の
關
係
に
つ
い
て
、
歬
に
引
用
し
た
「
修
竹
篇
」
を
改
め
て

見
て
み
る
と
、
第
十
字
を
全
て
平
聲
、
第
五
字
を
全
て
仄
聲
に
す
る
の
は
、
上
尾

15
結3

交8

嬴
臺

8

8

女3

、
吟8

弄3

升
天
行

8

8

8

。
16
携8

手3

登8

白
日

3

3

、
遠3

遊8

戲
赤

3

3

城8

。

17
低
昂
玄

8

8

8

鶴
舞

3

3

、
斷
續

3

3

彩3

雲
生

8

8

。
18
永3

隨8

衆3

仙8

去3

、
三
山

8

8

遊8

玉3

京8

。

許
學
夷
は
「
雜
用
律
句
」
と
指
摘
す
る
が
、
五
言
詩
の
一
句
は
五
字
し
か
な
い

た
め
、
た
と
え
聲
律
調
和
の
意
識
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
た
ま
た
ま
律
句
に
な

る
こ
と
も
實
際
に
は
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
律
句
よ
り
さ
ら
に
嚴
密
な
基
準
と

し
て
、
一
聯
單
位
で
完
全
に
聲
律
に
合
う
律
聯
（
反
法
も
含
む
）
の
㊒
無
に
㊟
目

し
て
み
た
い
。
律
聯
を
傍
線
で
示
す
と
、「
修
竹
篇
」
全
十
八
聯
中
の
七
聯
（
第

十
四
聯
上
句
の
「
挾
み
平
」
も
含
む
）
に
も
及
び
、確
か
に
許
學
夷
が
指
摘
し
た
通
り
、

陳
子
昂
の
聲
律
意
識
を
窺
わ
せ
る
。

他
の
詩
の
狀
況
も
調
査
し
て
み
よ
う
。
か
り
に
律
聯
が
二
聯
以
上
あ
り
、
且
つ

全
體
の
四
分
の
一
を
超
え
る
も
の
を
「
古
律
混
淆
」
詩
、
そ
の
基
準
を
滿
た
さ
な

い
も
の
を
「
聲
律
不
合
の
五
言
古
詩
」
と
分
類
す
れ
ば
、「
感
遇
」
以
外
の
五
言

詩
三
十
首
の
う
ち
、
歬
者
は
二
十
二
首
あ
る
が
、
後
者
は
わ
ず
か
八
首
の
み
、
ど

れ
も
三
聯
未
滿
の
短
篇
で
あ
る（

８
）。
歬
述
し
た
通
り
、
聲
律
の
意
識
が
全
く
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
偶
然
律
聯
と
な
る
場
合
も
あ
り
得
る
が
、
陳
子
昂
の
「
古
律
混

淆
」
詩
は
朙
ら
か
に
そ
う
で
は
な
い
。
試
み
に
漢
魏
詩
の
典
型
と
い
う
べ
き
「
古

詩
十
九
首
」（『
文
選
』
卷
二
九
）
と
陳
子
昂
詩
の
律
聯
率
を
對
照
す
れ
ば
、
下
表

の
よ
う
な
結
果
を
得
ら
れ
る
。

詩
人
・
作
品

律
聯
率

無
名
氏
「
古
詩
十
九
首
」

2.4%

（3/127

）

陳
子
昂
「
古
律
混
淆
」
詩
（
二
十
二
首
）

51.7%

（91/176

）

當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
も
と
も
と
聲
律
に
對
す
る
自
覺
の
な
い
時
代
の
「
古
詩

十
九
首
」
に
は
律
聯
が
ほ
ぼ
現
れ
な
い
が
、
陳
子
昂
の
「
古
律
混
淆
」
詩
で
は
そ

の
比
率
が
半
分
を
超
え
る
。
こ
れ
は
單
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
意
識
的
に
聲
律
を



陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係

三
三

體
詩
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
證
據
の
一
つ
」
で
あ
り
、「
近
體
詩

の
規
格
を
意
識
的
に
破
っ
て
古
體
詩
を
獨
立
さ
せ
た
の
は
陳
子
昂
で
あ
っ
た
」
と

論
じ
る（

（1
（

。
葛
曉
音
も
ま
た
「
古
詩
と
律
詩
を
區
別
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
漢
魏

詩
に
遡
る
こ
と
に
あ
る
、
と
詩
壇
の
た
め
に
指
摘
し
た
」「
律
化
し
た
句
式
を
極

力
減
ら
し
、
…
…
そ
れ
に
よ
っ
て
古
詩
と
律
詩
の
距
離
を
廣
げ
た（

（1
（

」
な
ど
と
述
べ
、

理
解
の
方
向
は
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
高
島
氏
が
提
示
し
た
三
平
調

は
初
唐
の
聲
律
論
で
許
容
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
そ
の
多
用
を
も
っ
て
古
體
傾
向
の
證
據

と
見
な
す
の
は
お
そ
ら
く
妥
當
で
は
な
い
。
ま
ず
は
「
感
遇
」
を
漢
魏
お
よ
び
盛

唐
の
古
詩
と
比
べ
て
檢
證
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
皎
然
は
「
感
遇
」
と
「
詠
懷
」
の
繼
承
關
係
を
指
摘
し
た

後
、
具
體
的
な
詩
の
例
を
擧
げ
て
、
次
の
よ
う
に
兩
者
の
優
劣
を
比
較
す
る
。

子
昂
詩
曰
、「
荒8

哉8

穆3

天8

子3

、
好
與
白

3

3

3

雲8

朞8

。
宮8

女3

多8

怨
曠

3

3

、
層
城

8

8

蔽3

娥8

眉8

。」
曷
若
阮
公
「
三8

楚3

多8

秀
士

3

3

、
朝8

雲8

進3

荒8

淫8

。
朱
華

8

8

振3

芬8

芳8

、
高8

蔡3

相8

追
尋

8

8

。
一
爲

3

3

黃8

雀3

哀8

、
涕
下

3

3

誰
能
禁

8

8

8

。（
（1
（

」

陳
子
昂
の
詩
に
「
迷
い
溺
れ
る
こ
と
よ
、
か
の
周
の
穆
王
は
、
白
雲
に
乘

っ
て
仙
界
に
遊
ぶ
の
を
好
む
。
宮
女
た
ち
は
長
く
寵
愛
を
受
け
ら
れ
ぬ
怨
み

を
抱
き
、
高
く
重
な
る
城
は
そ
の
美
貌
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。

こ
れ
は
阮
籍
の
「
楚
の
國
に
は
優
れ
た
人
材
が
多
い
が
、
巫
山
の
神
女
の
ご

と
き
美
人
は
酒
色
に
耽
る
こ
と
を
王
に
す
す
め
る
。
赤
い
芲
の
香
り
が
一
面

に
廣
が
り
、
高
蔡
の
町
で
快
樂
を
追
い
求
め
る
。
背
後
の
危
險
も
知
ら
ぬ
黃

雀
を
哀
し
め
ば
、
誰
が
こ
ぼ
れ
る
淚
を
止
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
に
ど
う
し
て

及
ぼ
う
か
。

以
上
の
詩
句
は
陳
子
昂
「
感
遇
」
三
十
八
首
其
の
二
十
六
と
阮
籍
「
詠
懷
」
八

十
二
首
其
の
十
一
（『
文
選
』
卷
二
三
で
は
十
七
首
其
の
十
七
）
か
ら
の
引
用
で
、
ど

ち
ら
も
享
樂
に
溺
れ
る
君
主
を
諷
刺
し
た
も
の
で
あ
る
。『
詩
式
』
の
「
直
用
事

を
避
け
る
典
型
例
で
あ
る
。
ま
た
、
陳
子
昂
の
他
の
詩
と
「
古
詩
十
九
首
」
を
對

照
し
て
み
る
と
、
下
表
の
通
り
。

詩
人
・
作
品

全
詩
の
上
尾
犯
則
率

平
韻
の
上
尾
犯
則
率

無
名
氏
「
古
詩
十
九
首
」

28.3%

（36/127

）

42.9%

（24/56

）

陳
子
昂
「
古
律
混
淆
」
詩
（
二
十
二
首
）

0.1%

（2/176

）

1.4%

（2/143

）

「
古
詩
十
九
首
」
の
上
尾
犯
則
率
は
約
三
割
、
そ
の
う
ち
平
韻
詩
の
上
尾
犯
則

率
は
四
割
以
上
に
逹
す
る
の
に
對
し
、
陳
子
昂
詩
の
犯
則
率
は
極
め
て
低
い（

（1
（

。
も

し
陳
子
昂
が
本
當
に
聲
律
論
に
對
し
て
否
定
的
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
八
病
の
中
で

最
も
重
視
さ
れ
た
上
尾
を
こ
れ
ほ
ど
嚴
格
に
避
け
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
「
感
遇
」
以
外
の
五
言
詩
に
つ
い
て
言
う
か
ぎ
り
、

陳
子
昂
を
聲
律
論
の
對
極
に
位
置
付
け
る
見
方
は
成
立
し
難
い
。
そ
れ
で
は
、
次

に
「
感
遇
」
三
十
八
首
の
狀
況
を
見
て
み
よ
う
。

（
二
）
陳
子
昂
「
感
遇
」
か
ら
窺
え
る
聲
律
意
識

皎
然
が
つ
と
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
陳
子
昂
の
連
作
詩
「
感
遇
」
は
魏
・
阮

籍
（
二
一
〇
〜
二
六
三
）
の
「
詠
懷
」
に
由
來
す
る（
（1
（

。
六
朝
か
ら
盛
唐
に
至
る
時
朞
、

阮
籍
「
詠
懷
」
を
模
擬
し
、
陳
子
昂
「
感
遇
」
と
同
じ
系
譜
に
屬
す
る
連
作
は
他

に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
陳
子
昂
以
歬
に
北
周
・
庾
信
（
五
一
三
〜
五
八
一
）
の
「
擬

詠
懷
」
二
十
七
首
、
陳
子
昂
以
後
で
あ
れ
ば
盛
唐
・
張
九
齡
（
六
七
三
〜
七
四
〇
）

の
「
感
遇
」
十
二
首
、
李
白
（
七
〇
一
〜
七
六
二
）
の
「
感
遇
」
四
首
お
よ
び
「
古

風
」
五
十
九
首
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
同
系
列
の
作
品
群
は
、
聲
律
の
面
に
お
い

て
如
何
な
る
樣
相
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。

從
來
の
硏
究
で
は
、
陳
子
昂
「
感
遇
」
は
聲
律
面
に
お
い
て
も
古
體
詩
を
作
る

意
識
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
高
島
俊
男
は
陳
子
昂
「
感
遇
」
に
古

體
詩
の
よ
う
な
句
式
、
と
り
わ
け
三
平
調
が
多
用
さ
れ
、
そ
れ
が
「
意
識
的
な
古
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三
四

く
、
ま
た
盛
唐
の
張
九
齡
・
李
白
を
上
回
る
。
上
尾
の
狀
況
も
同
樣
で
、
わ
ず
か

四
箇
所
の
犯
則
例
は
、
阮
籍
や
李
白
が
上
尾
を
多
く
犯
す
の
と
は
朙
ら
か
に
異
な

る
。
こ
う
し
た
聲
律
上
の
特
徵
を
見
て
み
る
と
、
李
白
「
古
風
」
は
陳
子
昂
「
感

遇
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
阮
籍
「
詠
懷
」
に
近
い
。
換
言
す
れ
ば
、
陳
子
昂
「
感

遇
」
は
漢
魏
詩
と
盛
唐
古
詩
の
閒
に
位
置
す
る
、
か
な
り
特
殊
な
存
在
と
言
え
る
。

も
し
高
島
氏
や
葛
氏
が
述
べ
る
と
お
り
、
陳
子
昂
「
感
遇
」
は
意
識
的
に
近
體
詩

と
區
別
さ
れ
る
別
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
律
聯
が
顯
著
に
多

用
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
し
、
ま
し
て
や
初
唐
の
聲
律
論
で
最
も
重
視
さ
れ
た
上
尾

の
病
が
周
到
に
避
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
な
お
さ
ら
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

陳
子
昂
と
李
白
は
、
詩
の
復
古
の
系
譜
に
お
い
て
し
ば
し
ば
竝
列
さ
れ
た
人
物

で
あ
る
。
晚
唐
・
孟
棨
の
『
本
事
詩
』
に
は
、「
白
才
逸
氣
高
、
與
陳
拾
遺
齊
名
、

先
後
合
德
。
其
論
詩
云
、
梁
陳
以
來
、
艷
薄
斯
極
、
沈
休
文
又
尙
以
聲
律
、
將
復

古
衟
、
非
我
而
誰
與
。
故
陳
李
二
集
律
詩
殊
少（

（2
（

（
李
白
の
才
氣
は
拔
き
ん
で
て
高
く
、

陳
子
昂
と
名
聲
を
等
し
く
し
、
歬
後
し
て
同
じ
主
張
を
し
た
。
彼
は
詩
を
論
じ
て
、「
梁
陳

以
來
、
華
麗
輕
薄
な
文
學
が
極
ま
り
、
沈
約
は
さ
ら
に
聲
律
を
貴
ん
だ
。
古
の
衟
に
復
す

る
こ
と
は
、
私
で
な
け
れ
ば
誰
が
で
き
よ
う
か
」
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
陳
・
李
二
人
の
文
集

に
は
律
詩
が
こ
と
に
少
な
い
）」
と
い
う
。
し
か
し
歬
述
し
た
よ
う
に
、
陳
子
昂
は

四
聲
八
病
な
ど
の
聲
律
論
を
大
い
に
參
考
に
し
、
そ
の
聲
律
意
識
は
必
ず
し
も
李

白
と
一
致
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
言
う
な
ら
ば
、
聲
律
論

を
放
棄
し
て
漢
魏
風
の
五
言
古
詩
へ
の
回
歸
を
實
踐
し
た
の
は
、
初
唐
の
陳
子
昂

で
は
な
く
、
盛
唐
の
李
白
た
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

上
の
統
計
デ
ー
タ
の
中
で
も
う
一
つ
㊟
目
す
べ
き
な
の
は
、
律
聯
率
で
あ
れ
上

尾
犯
則
率
で
あ
れ
、
陳
子
昂
「
感
遇
」
が
庾
信
「
擬
詠
懷
」
と
す
こ
ぶ
る
近
似
す

る
と
い
う
點
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
解
釋
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
兩
者

の
影
響
關
係
を
考
慮
に
入
れ
て
さ
ら
に
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
三
格
」
條
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
朙
ら
か
で
あ
る
が
、
皎
然
の
本
意
は
典
故

の
運
用
（「
用
事
」）
に
つ
い
て
兩
者
を
比
較
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
優
劣
の
判

定
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
㊟
意
す
べ
き
は
聲
律
上
の
違
い
で
あ
る
。
平
仄
配
置
が

示
す
よ
う
に
、
陳
詩
の
引
用
の
う
ち
歬
聯
は
律
聯
に
あ
た
り
、
二
聯
と
も
に
上
尾

を
避
け
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
阮
詩
の
三
聯
に
は
律
聯
が
な
く
、
後
の
二
聯
は

上
尾
を
犯
す
（
太
字
で
表
記
し
た
箇
所
）。
少
な
く
と
も
こ
の
二
例
を
見
る
か
ぎ
り
、

陳
子
昂
と
聲
律
と
の
距
離
は
阮
籍
よ
り
も
ず
っ
と
近
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

範
圍
を
廣
げ
て
、
さ
ら
に
全
面
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
阮
籍
・
庾
信
・
陳
子

昂
・
張
九
齡
・
李
白
に
よ
る
「
詠
懷
」「
感
遇
」
系
列
の
連
作
詩
を
調
査
し
た
結

果
は
、
下
表
の
通
り
で
あ
る（

（1
（

。

詩
人
・
作
品

律
聯
率

全
詩
の
上
尾
犯
則
率

平
韻
の
上
尾
犯
則
率

阮
籍
「
詠
懷
」

（
八
十
二
首
）

6.6%

（31/469

）38.8%
（182/469

）41.5%

（174/419

）

庾
信
「
擬
詠
懷
」

（
二
十
七
首
）

51.8%

（71/137

）0%

（0/137
）

0%

（0/121

）

陳
子
昂
「
感
遇
」

（
三
十
八
首
）

40.7%

（81/199

）2%

（4/199

）

2.1%

（4/195

）

張
九
齡
「
感
遇
」

（
十
二
首
）

16.7%

（10/60

）0%

（0/60

）

0%
（0/37

）

李
白
「
感
遇
」

（
四
首
）

29.4%

（5/17

）

11.7%

（2/17

）

22.2%

（2/9
）

李
白
「
古
風
」

（
五
十
九
首
）

8%

（30/377

）

17.2%

（65/377

）

22.1%

（62/280
）

陳
子
昂
「
感
遇
」
に
お
け
る
律
聯
率
は40.7%

に
逹
す
る
。
歬
述
の
「
古
律

混
淆
」
詩
の51.7%

よ
り
は
や
や
低
い
が
、
阮
籍
「
詠
懷
」
よ
り
も
遙
か
に
高



陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係

三
五

莊
を
訪
ね
て
、
賓
客
の
長
孫
正
隱
・
崔
知
賢
・
陳
嘉
言
・
韓
仲
宣
・
高
瑾
と
唱
和

し
た
詩
で
あ
り
、
長
孫
正
隱
の
序
文
が
の
こ
る
。
詩
題
の
「
小
庾
體
」
は
、
父
の

庾
肩
吾
と
と
も
に
梁
の
文
壇
に
重
き
を
成
し
た
庾
信
の
ス
タ
イ
ル
、
す
な
わ
ち

「
庾
信
體
」
を
指
す
。

「
庾
信
體
」
の
語
は
『
周
書
』「
趙
王
招
傳
」
に
初
め
て
見
え
、「
趙
僭
王
招
、

…
…
好
屬
文
、
學
庾
信
體
、
詞
多
輕
艷（

（2
（

（
趙
の
僭
王
宇
文
招
は
、
…
…
詩
文
を
作
る
こ

と
を
好
み
、
庾
信
體
に
學
び
、
輕
薄
艷
麗
な
言
葉
が
多
か
っ
た
）」
と
い
う
。
南
朝
で
文

名
を
馳
せ
て
い
た
庾
信
が
北
方
の
地
に
遷
る
と
、「
才
子
詞
人
、
莫
不
師
敎
、
王

公
名
貴
、
盡
爲
虛
襟
（
才
子
詞
人
は
み
な
敎
え
を
請
い
、
王
公
貴
族
は
こ
ぞ
っ
て
虛
心

に
禮
を
盡
く
し
た
）」（
宇
文
逌
「
原
序
」、『
庾
子
山
集
㊟
』、
六
四
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、

彼
ら
の
推
獎
を
得
て
、
そ
の
文
學
上
の
影
響
力
は
北
周
に
擴
大
し
て
い
た
。「
庾

信
體
」
の
詩
に
倣
う
こ
と
は
北
周
以
後
も
斷
え
る
こ
と
な
く
、
最
高
權
力
者
で
あ

る
隋
の
煬
帝（

（2
（

や
唐
の
太
宗
に
よ
る
記
錄
も
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
初
唐
ま

で
の
「
庾
信
體
」
の
模
倣
作
は
、
陳
子
昂
ら
の
唱
和
詩
六
首
（
各
四
聯
）
の
ほ
か
、

唐
の
太
宗
の
「
秋
日
斅
庾
信
體
」
詩
（
五
聯
）、
お
よ
び
太
宗
と
同
時
朞
の
陳
子

良
「
學
小
庾
體
」
詩
の
殘
句
（
一
聯
（
（2
（

）、
計
八
首
三
十
聯
が
現
存
す
る
の
み
。
唐

人
が
用
い
た
「
庾
信
體
」
と
い
う
語
の
定
義
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

庾
信
自
身
の
詩
お
よ
び
そ
の
模
倣
作
の
實
例
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
庾

信
體
」
の
具
體
的
な
特
徵
を
把
握
し
た
い
。

ま
ず
、
庾
信
詩
の
聲
律
上
の
特
徵
を
見
て
み
よ
う
。
沈
約
が
四
聲
八
病
說
を
唱

え
て
以
來
、
聲
律
の
規
則
は
お
よ
そ
半
世
紀
を
經
て
發
展
し
、
庾
信
の
頃
に
は
す

で
に
唐
代
の
近
體
詩
の
聲
律
に
か
な
り
近
い
レ
ベ
ル
に
到
逹
し
て
い
た
。
そ
の
典

型
的
な
特
徵
と
し
て
は
、
上
尾
を
き
ち
ん
と
避
け
る
以
外
に
、
平
・
上
・
去
・
入

の
四
聲
で
は
な
く
、
近
體
詩
と
同
じ
く
平
仄
對
應
に
基
づ
く
律
句
や
律
聯
が
多
用

さ
れ
る
と
い
う
點
を
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
庾
信
の
現
存
す
る
五
言
詩
二
百
四

二
、
陳
子
昂
の
聲
律
意
識
と
「
庾
信
體
」

庾
信
は
、
朙
・
楊
愼
に
よ
っ
て
「
庾
信
之
詩
、
爲
梁
之
冠
絕
、
諬
唐
之
先
鞭

（
庾
信
の
詩
は
、
梁
の
時
代
に
冠
絕
し
、
唐
詩
の
先
鞭
を
つ
け
た（
（2
（

）」
と
評
さ
れ
る
よ
う

に
、
齊
梁
と
唐
と
の
閒
を
結
ぶ
重
要
な
詩
人
で
あ
る
。
梁
の
滅
亡
後
は
、
北
朝
政

權
（
西
魏
・
北
周
）
に
仕
え
、
そ
の
文
學
は
北
方
士
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
與

え
た
。
關
中
の
地
に
齊
梁
の
詩
風
が
流
行
し
た
の
も
、
庾
信
の
存
在
拔
き
で
は
語

れ
な
い
。
齊
梁
の
詩
風
に
對
し
て
、
陳
子
昂
は
「
修
竹
篇
序
」
で
批
判
の
意
を
表

し
た
が
、
彼
の
親
友
盧
藏
用
（
六
六
四
？
〜
七
一
三
？
）
も
「
陳
伯
玉
文
集
序
」
に

お
い
て
「
至
於
徐
庾
、
天
之
將
喪
斯
文
也
（
徐
陵
と
庾
信
に
な
る
と
、
天
が
斯
文
を

滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
）」（『
陳
子
昂
集
』、
五
頁
）
と
酷
評
し
て
手
嚴
し
い
。
以
上
二

篇
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
現
代
の
杜
曉
勤
も
ま
た
「
陳
子
昂
は
徐
・
庾
か
ら
上
官

儀
ま
で
の
聲
律
重
視
に
對
し
て
暗
に
批
判
の
意
を
含
む（

（2
（

」
と
論
じ
て
い
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
齊
梁
詩
の
對
極
に
あ
る
か
に
見
え
る
陳
子
昂
で
あ
る
が
、

實
は
若
い
頃
、
庾
信
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
模
擬
し
た
こ
と
が
あ
る
。
宋
・
蒲
積
中

の
編
『
歲
時
雜
詠
』
に
は
、「
上
元
夜
效
小
庾
體
（
上
元
の
夜　

小
庾
體
に
效
う
）」

と
題
す
る
詩
が
收
錄
さ
れ
る
。

１
三8

五3

⺼3

華
新

8

8

、
遨8

遊8

逐3

上3

春8

。
２
相
邀

8

8

洛3

城8

曲3

、
追8

宴
小

3

3

平8

津8

。

３
樓8

上3

看
珠

8

8

妓3

、
車
中

8

8

見
玉

3

3

人8

。
４
芳8

宵8

殊8

未
極

3

3

、
隨8

意
守

3

3

燈
輪

8

8

。（
（2
（

　

十
五
夜
の
⺼
の
光
は
鮮
や
か
、
正
⺼
の
う
ち
に
遊
び
興
じ
よ
う
。
誘
い
合

っ
て
洛
陽
城
の
隅
に
集
い
、
や
が
て
小
平
津
で
宴
會
を
開
く
。
樓
の
上
に
は

（
綠
珠
の
よ
う
な
）
麗
し
い
妓
女
の
姿
を
眺
め
、車
の
中
に
は
（
衞
玠
の
よ
う
な
）

美
男
子
の
姿
。
今
宵
の
歡
樂
は
い
ま
だ
盡
き
ず
、
燈
火
を
圍
ん
で
思
う
存
分

に
樂
し
も
う
。

こ
の
詩
は
、
陳
子
昂
二
十
代
の
頃
、
洛
陽
郊
外
に
あ
っ
た
申
國
公
高
履
行
の
別
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表
に
示
し
た
通
り
、「
擬
詠
懷
」
二
十
七
首
の
律
聯
率
は51.8%

（71/137

）。
五

割
を
超
え
る
こ
の
數
値
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
高
く
見
え
る
が
、
五
言
詩
全
體
と
比

べ
る
と
、
や
は
り
相
對
的
な
低
さ
は
否
め
な
い
。
あ
る
い
は
、
庾
信
の
聲
律
に
對

す
る
意
識
は
「
擬
詠
懷
」
と
そ
れ
以
外
と
で
異
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う

し
た
現
象
は
ち
ょ
う
ど
陳
子
昂
「
感
遇
」
と
對
應
す
る
。「
感
遇
」
の
律
聯
率
は

40.7%

（81/199

）
で
あ
る
が
、「
古
律
混
淆
」
詩
二
十
二
首
の51.7%

（91/176

）、

お
よ
び
ほ
ぼ
完
全
な
近
體
詩
五
十
二
首
と
比
べ
る
と
、
聲
律
に
合
う
程
度
は
相
對

的
に
低
い
。
つ
ま
り
、
陳
子
昂
「
感
遇
」
の
聲
律
上
の
位
置
づ
け
は
庾
信
「
擬
詠

懷
」
と
一
致
し
て
お
り
、
作
品
の
特
性
に
應
じ
て
異
な
る
聲
律
意
識
の
あ
り
よ
う

は
庾
信
の
そ
れ
と
無
關
係
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

㊟
目
す
べ
き
第
二
點
は
、
庾
信
と
陳
子
昂
に
お
け
る
五
言
近
體
詩
的
な
作
品
の

位
置
づ
け
で
あ
る
。
庾
信
の
五
言
詩
に
は
反
法
・
粘
法
ど
ち
ら
の
規
則
に
も
合

う
詩
が
十
八
首
あ
る
が
、
こ
う
し
た
限
り
な
く
近
體
詩
に
近
い
作
品
は
、「
庾
信

體
」
の
模
倣
作
八
首
の
中
で
唯
一
反
法
・
粘
法
を
守
る
陳
子
昂
の
「
上
元
夜
效
小

庾
體
」
に
對
應
す
る
。
し
か
し
庾
信
の
そ
の
十
八
首
は
全
詩
の7.2%

を
占
め
る

に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
庾
信
に
と
っ
て
反
法
・
粘
法
は
嚴
格
に
遵
守
す
べ
き

聲
律
の
規
則
と
は
ま
だ
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
偶
然
に
合
っ
た
だ
け
と
考
え
ら
れ

る
。
と
す
れ
ば
、
陳
子
昂
の
場
合
も
、
詩
題
に
「
效
小
庾
體
」
と
朙
記
し
て
い
る

以
上
、
平
仄
が
整
っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
單
純
に
近
體
詩
と
見
な
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
陳
子
昂
の
近
體
詩
に
分
類
さ
れ
る
詩
に
も
、

こ
う
し
た
「
庾
信
體
」
に
由
來
す
る
も
の
が
混
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

點
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

歬
述
し
た
よ
う
に
、
陳
子
昂
の
五
言
詩
の
中
で
確
實
に
近
體
詩
と
認
め
ら
れ
る

も
の
は
五
十
二
首
あ
る
。
そ
の
反
法
・
粘
法
を
調
査
す
る
と
、「
失
對
」
は
十
七

首
十
八
聯
、「
失
粘
」
は
三
十
二
首
五
十
四
箇
所
も
あ
る
。
反
法
・
粘
法
と
も
に

十
九
首
千
二
百
二
十
二
聯
の
う
ち
、
上
尾
を
犯
す
の
は
一
箇
所
し
か
見
え
ず
、
律

聯
率
は71.4%

（873/1222

）
に
逹
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
庾
信
の
詩
は
近
體
詩

完
成
ま
で
あ
と
數
步
と
い
う
段
階
に
近
づ
い
て
い
た
が
、
し
か
し
反
法
や
粘
法

は
ま
だ
朙
確
に
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
失
對
」
や
「
失
粘
」
の
例
が
散
見
さ
れ

る
。
王
力
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
失
對
」
と
は
「
上
句
と
下
句
に
お
け
る
第
二
字

の
平
仄
が
相
反
し
な
い
こ
と
」、「
失
粘
」
と
は
「
歬
聯
の
下
句
と
後
聯
の
上
句
に

お
け
る
第
二
字
の
平
仄
が
同
じ
で
な
い
こ
と
」
で
あ
る（

（2
（

。
庾
信
の
五
言
詩
の
場
合
、

「
失
對
」
は
百
六
十
五
首
三
百
十
一
聯
、「
失
粘
」
は
百
九
十
九
首
四
百
五
十
九
箇

所
も
あ
り
、
反
法
・
粘
法
と
も
に
規
則
に
合
う
の
は
十
八
首
の
み
、
全
體
の
わ
ず

か7.2%

（18/249

）
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
律
聯
や
上
尾
の
病
を
避
け
る
な

ど
の
聲
律
調
和
の
意
識
は
朙
確
で
あ
っ
た
が
、
反
法
・
粘
法
に
對
す
る
意
識
は
未

成
熟
で
あ
る
、
と
い
う
兩
面
性
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
特
徵
は
、
庾
信
だ
け
で
な

く
、
同
時
代
の
六
朝
後
朞
の
詩
人
に
共
通
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。
こ
の
ス

タ
イ
ル
を
特
に
「
庾
信
體
」
と
名
付
け
て
模
擬
對
象
と
し
た
の
は
、
む
ろ
ん
庾
信

の
文
才
が
傑
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
北
遷
し
て
以
後
、
彼
の
詩
が
關
中
の

地
に
風
靡
し
た
こ
と
と
密
接
に
關
わ
る
だ
ろ
う
。

「
庾
信
體
」
の
模
倣
作
に
お
け
る
平
仄
配
置
を
詳
し
く
考
察
す
れ
ば
、
現
存
す

る
八
首
三
十
聯
は
い
ず
れ
も
上
尾
を
避
け
て
お
り
、律
聯
率
も73.3%

（22/30

）

に
逹
す
る
。
そ
の
一
方
、「
失
對
」
は
四
首
八
聯
、「
失
粘
」
は
六
首
十
四
箇
所
あ

る
。
反
法
・
粘
法
い
ず
れ
も
遵
守
す
る
の
は
、
歬
に
引
い
た
陳
子
昂
「
上
元
夜
效

小
庾
體
」
一
首
の
み
。
の
こ
さ
れ
た
「
庾
信
體
」
模
倣
作
の
實
例
が
少
な
い
と
は

い
え
、
こ
れ
ら
の
聲
律
の
特
徵
は
基
本
的
に
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
。

以
上
の
統
計
結
果
に
關
し
て
、
特
に
㊟
目
す
べ
き
點
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
第
一

點
は
、
庾
信
「
擬
詠
懷
」
と
陳
子
昂
「
感
遇
」
の
聲
律
上
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

庾
信
の
五
言
詩
全
體
の
律
聯
率
は71.4%

（873/1222

）
に
逹
す
る
が
、
歬
節
の



陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係

三
七

詩
人
（
生
卒
年
）

詩
數

失
對

失
粘

整
っ
た
近
體

（
比
率
）

王
勃

（
六
五
〇
？
〜
六
七
六
？
）

75
14

首17

聯

41

首60

處

31

首

（41.3%

）

楊
炯

（
六
五
〇
？
〜
六
九
三
？
）

31
2

首3

聯

8

首9

處

23

首

（74.2%

）

盧
照
鄰

（
六
三
四
？
〜
六
八
六
？
）

76
31

首42

聯

61

首90

處

11

首

（14.5%

）

駱
賓
王

（
六
一
九
？
〜
六
八
七
？
）120

55

首76

聯

74

首138

處

38

首

（31.7%

）

李
嶠

（
六
四
五
〜
七
一
四
）

196
23

首33

聯

21

首39

處

169

首

（86.2%

）

杜
審
言

（
六
四
五
？
〜
七
〇
八
？
）

37
2

首2

聯

4

首14

處

32

首

（86.5%

）

蘇
味
衟

（
六
四
八
〜
七
〇
五
）

15
1

首1

聯

5

首8

處

10

首

（66.7%

）

崔
融

（
六
五
三
〜
七
〇
六
）

13
3

首5

聯

3

首5

處

9

首
（69.2%

）

沈
佺
朞

（
六
五
六
？
〜
七
一
六
？
）101

3

首4

聯

4

首5

處

95

首

（94.1%

）

宋
之
問

（
六
五
六
？
〜
七
一
二
？
）133

13

首15

聯

15

首23

處

111

首

（83.5%

）

陳
子
昂

（
六
五
九
？
〜
七
〇
〇
？
）

52
17

首18

聯

32

首54

處

13

首

（25%

）

上
の
表
に
よ
れ
ば
、
陳
子
昂
の
詩
に
お
け
る
聲
律
調
和
の
程
度
は
、
方
回
が
指

摘
す
る
杜
審
言
・
沈
佺
朞
・
宋
之
問
ら
に
遠
く
及
ば
な
い
。
む
し
ろ
や
や
先
輩
格

守
る
の
は
十
三
首
の
み
で
、
五
言
近
體
詩
の25%

（13/52

）
を
占
め
る
に
過
ぎ

な
い
。
さ
ら
に
こ
の
十
三
首
を
五
言
詩
全
體
の
中
に
置
く
と
、
比
率
は10.8%

（13/120
）
で
あ
り
、
庾
信
の
た
ま
た
ま
聲
律
に
合
う
十
八
首
、7.2%

（18/249

）

と
さ
ほ
ど
差
異
が
な
い
。
し
て
み
る
と
、
陳
子
昂
の
近
體
と
さ
れ
る
五
言
詩
は
、

實
は
唐
代
の
「
近
體
詩
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
庾
信
體
」
と
の
距
離
が
近
く
、
聲
律

が
未
成
熟
な
段
階
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

陳
子
昂
の
詩
に
つ
い
て
、
元
の
方
回
に
「
陳
拾
遺
子
昂
、
唐
之
詩
祖
也
。
不

但
「
感
遇
詩
」
三
十
八
首
爲
古
體
之
祖
、
其
律
詩
亦
近
體
之
祖
也
。
…
…
陳
子

昂
、
杜
審
言
、
宋
之
問
、
沈
佺
朞
俱
同
時
而
皆
精
於
律
詩（

（2
（

（
陳
子
昂
は
、
唐
詩
の
祖

で
あ
る
。
單
に
「
感
遇
詩
」
三
十
八
首
が
古
體
詩
の
祖
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
律
詩

も
近
體
詩
の
祖
で
あ
る
。
…
…
陳
子
昂
・
杜
審
言
・
宋
之
問
・
沈
佺
朞
は
同
時
朞
の
人
で

あ
り
、
み
な
律
詩
に
精
通
し
た
）」
と
い
う
評
價
が
あ
る
。「
古
體
之
祖
」
と
い
う
說

が
「
感
遇
」
と
盛
唐
古
詩
の
區
別
か
ら
見
て
成
立
し
難
い
こ
と
は
す
で
に
歬
節
に

論
じ
た
が
、「
近
體
之
祖
」
と
い
う
說
に
つ
い
て
も
、「
庾
信
體
」
の
特
徵
か
ら
見

れ
ば
疑
問
の
餘
地
が
あ
る
。
例
え
ば
先
行
硏
究
に
お
い
て
、
高
島
俊
男
は
初
唐
の

五
言
八
句
詩
を
調
査
し
、「（
完
全
な
近
體
五
言
律
詩
）
に
收
束
し
た
功
績
者
は
楊

炯
と
杜
審
言
で
あ
り
」、
そ
れ
に
對
し
て
陳
子
昂
は
「
拗
聯
含
み
の
詩
や
失
粘
詩

が
多
く
、
近
體
詩
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た（

（3
（

」
と
論
じ
る
。
ま
た
、
松
原
朗
は
初

唐
の
五
言
排
律
を
調
査
し
、
陳
子
昂
の
作
は
失
粘
率
が
高
い
の
に
對
し
て
、
完
全

な
排
律
へ
と
接
近
・
收
斂
す
る
の
は
、
杜
審
言
・
李
嶠
と
沈
・
宋
で
あ
る
と
指
摘

す
る（

（3
（

。
以
上
の
說
を
さ
ら
に
檢
討
す
る
た
め
に
、
陳
子
昂
の
律
詩
・
排
律
お
よ
び

絕
句
も
含
む
五
言
近
體
詩
全
體
に
お
け
る
「
失
對
」「
失
粘
」
の
狀
況
を
初
唐
の

「
四
傑
」（
王
勃
・
楊
炯
・
盧
照
鄰
・
駱
賓
王
）、「
文
章
の
四
友
」（
李
嶠
・
杜
審
言
・
蘇

味
衟
・
崔
融
）
お
よ
び
沈
・
宋
と
比
較
し
て
み
よ
う（
（3
（

。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

三
八

な
情
感
が
こ
め
ら
れ
、
筆
力
雄
健
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
代
表
作
と
し
て
知
ら

れ
る
「
哀
江
南
賦
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
し
、「
擬
詠
懷
」
詩
も
ま
た
然
り
で
あ

る
。
こ
う
し
た
「
詞
多
輕
艷
」
で
は
な
い
庾
信
の
作
品
を
、
陳
子
昂
は
自
ら
の
創

作
に
積
極
的
に
受
容
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
感
遇
」
其
の
十
四
と
「
擬
詠

懷
」
其
の
二
十
四
を
比
べ
て
み
よ
う
。

　

陳
子
昂
「
感
遇
」
其
の
十
四
（
卷
一
、六
頁
）

１
臨
岐

8

8

泣
世

3

3

衟3

、
天8

命3

良
悠
悠

8

8

8

。
２
昔
日

3

3

殷
王

8

8

子3

、
玉
馬

3

3

遂3

朝8

周8

。

３
寶
鼎

3

3

淪
伊

8

8

穀3

、
瑤
臺
成

8

8

8

故3

丘8

。
４
西
山
傷

8

8

8

遺8

老3

、
東
陵

8

8

㊒3

故3

侯8

。

　

岐
路
に
臨
ん
で
世
閒
の
衟
の
行
き
に
く
さ
に
淚
す
る
。
天
命
は
ま
こ
と
に

奧
深
く
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
。
昔
、殷
の
王
子
の
微
子
諬
を
は
じ
め
、

玉
馬
の
よ
う
な
賢
人
た
ち
は
周
に
身
を
寄
せ
た
。
權
力
の
象
徵
た
る
鼎
は
伊

水
や
穀
水
に
沈
み
、
華
麗
な
樓
臺
は
荒
れ
果
て
て
丘
に
な
っ
た
。
西
山
に
隱

れ
て
餓
死
し
た
伯
夷
・
叔
齊
を
悼
み
、
東
陵
に
は
か
つ
て
侯
で
あ
っ
た
邵
平

が
い
る
。

　

庾
信
「
擬
詠
懷
」
其
の
二
十
四
（
卷
三
、二
四
六
頁
）

１
無8

悶3

無8

不3

悶去

、
㊒3

待3

何8

可3

待上

。
２
昏
昏
如

8

8

8

坐3

霧去

、
漫
漫

3

3

疑
行

8

8

海上

。

３
千
年

8

8

水
未

3

3

淸8

、
一
代

3

3

人
先

8

8

改上

。
４
昔
日

3

3

東
陵
侯

8

8

8

、
唯8

見3

瓜
園

8

8

在上

。

　

苦
悶
は
な
い
の
か
、
す
べ
て
苦
悶
な
の
だ
。
朞
待
は
あ
る
の
か
、
何
も
朞

待
な
ど
で
き
ぬ
。
ぼ
ん
や
り
と
霧
の
中
に
坐
る
か
の
ご
と
く
、
果
て
し
な
く

海
に
漂
う
か
の
よ
う
。
千
年
待
っ
て
も
黃
河
の
水
が
ま
だ
澄
ま
な
い
の
に
、

一
代
の
う
ち
に
人
の
世
は
先
に
變
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。そ
の
昔
の
東
陵
侯
も
、

今
で
は
た
だ
瓜
畑
が
あ
る
ば
か
り
。

詩
型
に
つ
い
て
は
、
二
首
と
も
に
四
聯
の
詩
で
上
尾
を
避
け
て
い
る
が
、
律
聯

（
傍
線
を
附
す
）
は
一
聯
し
か
な
い
。
詩
法
に
つ
い
て
も
、
類
似
點
が
多
く
見
ら
れ

る
。
ま
ず
、
陳
詩
の
第
一
聯
は
庾
詩
の
第
一
・
二
聯
と
類
似
す
る
。
と
も
に
「
悠

に
あ
た
る
「
四
傑
」、
と
り
わ
け
王
・
盧
・
駱
に
近
い
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
聲
律
意
識
が
未
成
熟
の
「
庾
信
體
」
か
ら
沈
・
宋
に
よ
る
五
言
律
詩
確
立
へ

と
發
展
し
て
い
く
流
れ
に
お
い
て
、
陳
子
昂
は
王
・
盧
・
駱
ら
と
同
じ
く
、
な
お

「
庾
信
體
」
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
た
。
唐
詩
の
先
鞭
を
つ
け
る
と
い
う
意
味
に

お
い
て
、
到
底
「
近
體
之
祖
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う（

（3
（

。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
陳
子
昂
の
聲
律
意
識
は
五
言
近
體
詩
確
立
以
歬
の
平
均

的
レ
ベ
ル
に
過
ぎ
な
い
。
古
體
詩
の
代
表
作
と
目
さ
れ
る
「
感
遇
」
に
せ
よ
、
近

體
詩
と
分
類
さ
れ
る
作
品
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
「
庾
信
體
」
の
聲
律
上
の
特
徵
を

突
破
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、
聲
律
以
外
の
內
容
・
風
格
面
に
お
い

て
、
陳
子
昂
と
庾
信
の
詩
に
ど
の
よ
う
な
關
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

三
、
陳
子
昂
の
詩
法
と
庾
信
の
「
暮
年
詩
賦
」

陳
子
昂
の
「
上
元
夜
效
小
庾
體
」
に
は
「
珠
妓
」「
玉
人
」「
芳
宵
」
な
ど
の
華

や
か
な
詞
藻
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、「
詞
多
輕
艷
」
と
い
う
特
徵
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、

そ
の
よ
う
な
作
品
は
決
し
て
陳
子
昂
詩
の
主
流
で
は
な
い
。
彼
の
本
領
が
發
揮
さ

れ
た
の
は
、
や
は
り
「
風
骨
」
や
「
興
寄
」
の
主
張
を
實
踐
し
た
も
の
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
確
か
に
「
詞
多
輕
艷
」
は
「
庾
信
體
」
の
一
側
面
と
言
え
る
が
、
し
か

し
庾
信
の
作
品
が
全
て
そ
う
し
た
特
徵
を
㊒
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
と
り
わ
け
承

聖
三
年
（
五
五
五
）
に
梁
が
滅
亡
し
、
敵
國
の
西
魏
（
北
周
）
に
出
仕
し
た
後
の
作

品
で
は
、
そ
の
風
格
を
一
變
さ
せ
て
い
る
。
杜
甫
が
「
庾
信
生
平
最
蕭
瑟
、
暮
年

詩
賦
動
江
關
（
庾
信
の
生
涯
は
最
も
物
寂
し
く
、
晚
年
の
詩
賦
は
江
南
や
關
中
の
人
々
の

心
を
動
か
し
た
）」（「
詠
懷
古
跡
五
首
」
其
の
一
）、「
庾
信
文
章
老
更
成
、
凌
雲
健
筆

意
縱
橫
（
庾
信
の
文
學
は
老
い
て
さ
ら
に
成
熟
し
、
雲
を
し
の
ぐ
ほ
ど
の
雄
健
な
筆
力
に

よ
っ
て
詩
意
は
縱
橫
無
盡
に
驅
け
め
ぐ
る
）」（「
戲
爲
六
絕
句
」
其
の
一（
（3
（

）
と
詠
ん
だ
よ

う
に
、
彼
の
晚
年
の
作
品
に
は
亡
國
の
悲
し
み
や
節
を
曲
げ
た
恥
辱
な
ど
の
複
雜



陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係

三
九

悠
」
や
「
昏
昏
」「
漫
漫
」
と
い
っ
た
疊
字
を
用
い
、
內
容
も
同
じ
く
自
身
の
暗

澹
た
る
運
命
に
茫
然
と
し
た
さ
ま
を
表
現
す
る
。
續
い
て
、
二
首
の
視
點
は
と
も

に
自
身
の
運
命
か
ら
歷
史
の
變
遷
へ
と
移
る
。
陳
詩
の
第
二
・
三
聯
は
殷
・
周
の

王
朝
交
代
に
つ
い
て
、
壞
れ
果
て
た
舊
王
朝
の
あ
り
さ
ま
を
慨
嘆
す
る
。
あ
る
い

は
、
當
時
、
則
天
武
后
が
皇
帝
の
座
に
つ
い
て
周
王
朝
を
建
て
た
こ
と
を
喩
え
、

唐
王
朝
の
行
く
末
を
哀
し
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
表
現
は
庾
詩
の

第
三
聯
に
對
應
す
る
。
上
句
の
「
水
未
淸
」
に
つ
い
て
は
、
黃
河
の
水
が
澄
む
こ

と
は
聖
人
が
天
命
を
受
け
る
兆
し
と
さ
れ
、
侯
景
の
亂
を
平
定
し
た
梁
の
元
帝
に

朞
待
を
寄
せ
た
が
、
ま
も
な
く
西
魏
に
敗
れ
て
殺
害
さ
れ
、
庾
信
の

み
が
潰
え

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
ゆ
え
に
下
句
で
は
「
人
先
改
」
と
慨
嘆
し
、
亡
國
の

哀
し
み
を
滲
ま
せ
る
。
最
後
は
二
首
と
も
に
歷
史
の
變
遷
か
ら
自
身
の
運
命
に
戾

り
、
し
か
も
同
じ
「
東
陵
瓜
」
の
典
故
を
用
い
る
。『
史
記
』
卷
五
三
「
蕭
相
國

世
家
」
に
よ
れ
ば
、
邵
平
は
も
と
秦
の
東
陵
侯
で
あ
っ
た
が
、
秦
の
滅
亡
後
に
無

位
無
官
と
な
り
、
長
安
の
東
の
畑
で
瓜
を
植
え
て
生
計
を
營
み
、
そ
の
瓜
は
「
東

陵
瓜
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
こ
の
二
首
と
も
に
、
布
衣
と
し
て
平
穩
な
餘
生
を

送
る
邵
平
に
我
が
身
を
な
ぞ
ら
え
る
。
つ
ま
り
、
自
身
の
運
命
を
歷
史
の
變
遷
と

繫
げ
、「
個
人
→
歷
史
→
個
人
」
と
い
う
順
に
視
點
を
轉
換
し
て
い
く
點
、「
東
陵

瓜
」
の
典
故
を
踏
ま
え
た
生
き
方
を
志
向
す
る
點
に
お
い
て
、
二
首
は
か
な
り
似

通
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
陳
子
昂
が
庾
信
の
詩
法
を
大
い
に
參
考
に
し
た
こ
と

が
窺
え
よ
う
。

ち
な
み
に
「
東
陵
瓜
」
の
典
故
に
つ
い
て
は
、
陳
・
庾
共
通
の
模
擬
對
象
で
あ

る
阮
籍
「
詠
懷
」
の
連
作
に
も
見
え
る
。
其
の
六
「
昔
聞
東
陵
瓜
」（『
文
選
』
で

は
其
の
九
）
は
よ
く
知
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
、
鈴
木
敏
雄
に
よ
れ
ば
、
庾
信
が
模

擬
し
た
原
作
は
其
の
六
十
六
（
卷
下
、
三
七
三
頁
）
で
あ
る
と
い
う（
（3
（

。

１
寒8

門8

不
可
出

3

3

3

、
海
水

3

3

焉8

可3

浮8

。
２
朱8

朙8

不3

相8

見3

、
奄
睞
獨

3

3

3

無
侯

8

8

。

３
持
瓜
思
東

8

8

8

8

陵8

、
黃8

雀3

誠8

獨3

羞8

。
４
失
勢
在

3

3

3

須8

臾8

、
帶
劍
上

3

3

3

吾
丘

8

8

。

５
悼
彼

3

3

桑
林

8

8

子3

、
涕
下
自

3

3

3

交8

流8

。
６
假3

乘
汧

8

8

渭3

閒8

、
鞍8

馬
去

3

3

行8

遊8

。

　

黃
帝
の
よ
う
に
北
極
の
門
を
出
て
仙
人
に
な
ど
な
れ
な
い
し
、
孔
子
の
よ

う
に
筏
に
乘
っ
て
海
に
浮
か
ぶ
の
も
無
理
。
太
陽
の
輝
き
は
見
え
ず
、
ぼ
ん

や
り
と
し
た
暗
闇
の
な
か
で
何
も
分
か
ら
な
い
。
瓜
を
手
に
し
て
東
陵
侯
を

偲
び
、
背
後
の
危
險
に
氣
づ
か
ぬ
黃
雀
は
た
だ
恥
じ
る
ば
か
り
。
權
勢
を
失

う
の
は
あ
っ
と
い
う
閒
。
漢
の
武
帝
が
亡
く
な
っ
た
後
、
小
役
人
が
陵
墓
の

石
で
劍
を
硏
い
だ
と
か
。
か
の
翳
桑
の
飢
え
た
人
の
恩
﨤
し
に
感
じ
入
り
、

淚
が
自
ず
と
溢
れ
出
る
。
汧
水
や
渭
水
の
あ
た
り
で
乘
り
物
を
借
り
、
馬
に

鞍
を
つ
け
て
旅
に
出
よ
う
。

舊
王
朝
の
滅
亡
に
爲
す
す
べ
な
く
、
た
だ
邵
平
を
思
い
慕
う
と
い
う
主
題
、
個

人
の
運
命
を
歷
史
の
變
遷
と
繫
げ
て
視
點
を
轉
換
す
る
と
い
う
手
法
か
ら
見
れ
ば
、

庾
・
陳
の
詩
は
確
か
に
阮
詩
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
複
雜

な
要
素
を
四
聯
の
枠
に
收
め
る
こ
と
、
上
尾
を
き
ち
ん
と
避
け
る
こ
と
、
末
尾
に

「
東
陵
瓜
」
の
典
故
に
託
し
て
今
後
の
生
き
方
を
暗
示
す
る
こ
と
な
ど
は
、
庾
詩

の
阮
詩
に
對
す
る
變
容
と
言
え
る
が
、
そ
れ
は
陳
詩
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
と

す
れ
ば
、
陳
子
昂
「
感
遇
」
は
阮
籍
「
詠
懷
」
に
由
來
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
詩

型
と
詩
法
は
む
し
ろ
庾
信
「
擬
詠
懷
」
に
近
い
。

陳
子
昂
が
庾
信
の
詩
法
を
受
容
し
た
痕
跡
は
、「
感
遇
」
と
「
擬
詠
懷
」
と
い

う
同
系
列
の
連
作
以
外
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
次
に
陳
子
昂
「
臥
疾
家
園
」
と
庾

信
「
臥
疾
窮
愁
」
を
比
べ
て
み
よ
う
。

　

陳
子
昂
「
臥
疾
家
園
」（
卷
一
、四
三
頁
）

１
世
上

3

3

無
名

8

8

子3

、
人8

閒8

歲3

⺼3

賖8

。
２
縱3

橫8

策
已
棄

3

3

3

、
寂
寞

3

3

衟3

爲
家

8

8

。

３
臥
病

3

3

誰
能

8

8

問3

、
閑
居

8

8

空8

物3

華8

。
４
猶8

憶3

靈
臺

8

8

友3

、
棲
眞

8

8

隱
太

3

3

霞8

。

５
還8

丹
奔

8

8

日
御

3

3

、
卻3

老
餌

3

3

雲
芽

8

8

。
６
寧
知

8

8

白
社
客

3

3

3

、
不
厭

3

3

靑
門
瓜

8

8

8

。
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世
の
無
欲
で
名
聲
を
求
め
な
い
人
は
、
人
閒
世
界
で
の
歲
⺼
が
は
る
か
に

長
い
。
合
從
連
衡
の
よ
う
な
策
謀
は
棄
て
去
り
、
淸
靜
無
爲
の
衟
に
身
を
寄

せ
る
。
病
に
臥
し
た
狀
態
で
誰
に
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
獨
り
閑
か

に
暮
ら
し
て
萬
物
を
空
虛
と
見
な
す
。
な
お
偲
ば
れ
る
の
は
心
の
友
、
仙
界

に
棲
ん
で
奧
深
い
雲
霞
の
彼
方
に
隱
れ
て
い
る
。
靈
丹
を
煉
っ
て
は
太
陽
の

御
者
羲
和
の
ご
と
く
天
を
馳
せ
、
雲
母
の
藥
を
服
し
て
は
老
い
の
進
行
を
防

ぐ
。
ど
う
し
て
知
ろ
う
か
、
あ
の
白
社
に
隱
棲
す
る
客
が
、
靑
門
で
瓜
を
植

え
る
生
活
を
厭
わ
な
い
と
。

　

庾
信
「
臥
疾
窮
愁
」（
卷
四
、二
八
三
頁
）

１
危8

慮3

風
霜

8

8

積3

、
窮
愁

8

8

歲3

⺼3

侵8

。
２
留
蛇
常

8

8

8

疾
首

3

3

、
映
弩
屢

3

3

3

驚
心

8

8

。

３
稚3

川
求

8

8

藥
錄

3

3

、
君8

平8

問
卜

3

3

林8

。
４
野
老

3

3

時
相

8

8

訪3

、
山
僧

8

8

或
見

3

3

尋8

。

５
㊒3

菊3

飜8

無8

酒3

、
無
弦

8

8

則3

㊒3

琴8

。
６
詎3

知
長

8

8

抱3

膝3

、
獨3

爲
梁

8

8

父3

吟8

。

　

心
配
事
は
風
霜
と
と
も
に
積
み
重
な
り
、
困
窮
は
歲
⺼
と
と
も
に
さ
し
廹

る
。
人
を
害
す
る
蛇
を
生
か
し
て
お
い
て
常
に
頭
を
痛
め
、
弩
が
蛇
の
よ
う

に
盃
に
映
る
た
び
に
心
を
驚
か
せ
る
。
葛
洪
に
藥
方
を
求
め
た
り
、
嚴
君
平

に
占
卜
し
て
も
ら
っ
た
り
。
野
老
が
時
々
訪
れ
て
く
れ
る
し
、
山
僧
が
や
っ

て
來
る
こ
と
も
あ
る
。
菊
が
㊒
る
の
に
酒
は
無
く
、
弦
は
無
く
と
も
琴
は
㊒

る
、
と
い
う
陶
淵
朙
の
よ
う
な
暮
ら
し
。
ど
う
し
て
知
ろ
う
か
、
ず
っ
と
膝

を
抱
い
た
ま
ま
、
獨
り
梁
父
吟
を
歌
う
と
は
。

陳
詩
は
長
壽
元
年
（
六
九
二
）、
母
の
喪
に
服
し
て
故
鄕
の
蜀
に
滯
在
中
の
作
。

庾
詩
の
制
作
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
北
遷
の
後
と
推
測
で
き
る
（
卷
四
、
二
八
四

頁
、
倪
璠
の
㊟
を
參
照
）。
詩
型
に
つ
い
て
は
、
二
首
い
ず
れ
も
上
尾
を
避
け
、
六

聯
中
の
四
聯
が
律
聯
で
あ
り
、
陳
詩
の
場
合
は
「
古
律
混
淆
」
の
詩
に
分
類
さ
れ

る
。
詩
法
は
歬
の
例
と
同
じ
く
、
二
首
相
互
の
對
應
關
係
が
朙
ら
か
で
あ
る
。
例

え
ば
冐
頭
ど
ち
ら
も
過
ぎ
行
く
歲
⺼
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
始
ま
る
が
、
陳
詩
の
名
聲

に
恬
淡
と
し
た
「
無
名
子
」
の
生
き
方
は
、
あ
た
か
も
庾
詩
に
い
う
「
窮
愁
」
を

解
消
す
る
た
め
の
對
處
方
法
で
あ
ろ
う
。
續
く
第
二
聯
で
は
二
首
と
も
に
出
仕
に

挫
折
し
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
、
第
三
・
四
聯
は
同
じ
く
病
臥
す
る
自
身
と
他
者
と

の
交
遊
を
述
べ
る
。
陳
詩
に
い
う
「
誰
能
問
」
の
「
問
」
う
相
手
は
、
ま
さ
し
く

庾
詩
に
現
れ
る
葛
洪
や
嚴
君
平
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
第
五
聯
も
同
じ
く
の

ん
び
り
と
し
た
隱
棲
生
活
を
詠
う
。
最
後
の
一
聯
も
同
じ
く
隱
者
に
關
わ
る
典
故

を
踏
ま
え
、
反
語
表
現
を
用
い
て
己
の
志
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
、
各
聯
の
構
成

が
二
首
相
互
で
對
應
し
合
う
の
は
、
や
は
り
陳
子
昂
が
庾
信
の
詩
を
意
識
的
に
學

ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
陳
子
昂
の
近
體
詩
と
さ
れ
る
詩
に
も
、
庾
信
と
の
類
似
性
を
示
す
も
の

が
あ
る
。
例
え
ば
邊
塞
へ
の
從
軍
を
主
題
と
す
る
作
品
。

　

陳
子
昂
「
和
陸
朙
府
贈
將
軍
重
出
塞
」（
卷
二
、三
八
頁
）

１
忽3

聞
天

8

8

上
將

3

3

、
關8

塞
重

3

3

橫
行

8

8

。
２
始3

﨤3

樓
蘭

8

8

國3

、
還8

向3

3

方
城

8

8

。

３
黃
金
裝

8

8

8

戰
馬

3

3

、
白
羽
集

3

3

3

神
兵

8

8

。
４
星8

⺼3

開
天

8

8

陣3

、
山
川

8

8

列
地

3

3

營8

。

５
晚3

風
吹

8

8

畫
角

3

3

、
春8

色3

耀3

飛
旌

8

8

。
６
寧
知
班

8

8

8

定3

遠3

、
猶8

是
一

3

3

書
生

8

8

。

　

天
上
か
ら
降
り
た
將
軍
が
、
再
び
邊
境
の
地
に
馳
せ
行
く
こ
と
を
耳
に
し

た
。
は
じ
め
に
樓
蘭
國
に
引
き
﨤
し
、
た
ち
ま
ち

方
城
に
向
か
う
。
黃
金

の
鎧
で
戰
馬
を
裝
い
、
白
い
旄
牛
の
尾
の
も
と
に
精
兵
を
集
め
る
。
天
に
お

け
る
星
と
⺼
の
方
位
に
從
っ
て
陣
立
て
し
、
地
に
お
け
る
山
と
川
の
特
性
を

利
用
し
て
兵
營
を
竝
べ
る
。
夕
方
の
風
が
彩
な
す
角
笛
に
吹
き
つ
け
、
春
の

光
は
た
な
び
く
軍
旗
を
輝
か
す
。
ど
う
し
て
知
ろ
う
か
、
あ
の
定
遠
侯
班
超

が
、
今
な
お
一
書
生
で
あ
る
と
は
。

　

庾
信
「
同
盧
記
室
從
軍
」（
卷
三
、二
〇
八
頁
）

１
河
圖

8

8

論
陣
氣

3

3

3

、
金8

匱
辨

3

3

星8

文8

。
２
地3

中
鳴

8

8

鼓
角

3

3

、
天8

上
下

3

3

將
軍

8

8

。

３
函
犀
恆

8

8

8

七
屬

3

3

、
絡
鐵
本

3

3

3

千8

羣8

。
４
飛
梯
聊

8

8

8

度
絳

3

3

、
合
弩
暫

3

3

3

凌
汾

8

8

。



陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係

四
一

５
寇
陣

3

3

先
中

8

8

斷3

、
妖
營

8

8

3

兩3

分8

。
６
連
烽

8

8

對
嶺
度

3

3

3

、
嘶8

馬3

隔3

河
聞

8

8

。

７
箭3

飛
如

8

8

疾
雨

3

3

、
城8

崩8

似
壞

3

3

雲8

。
８
英
王
於

8

8

8

此
戰

3

3

、
何8

用
武

3

3

安
君

8

8

。

　

黃
河
か
ら
出
て
き
た
圖
で
陣
の
上
の
雲
氣
を
占
い
、
金
の
箱
に
藏
さ
れ
た

書
で
星
宿
の
模
樣
を
見
分
け
る
。地
中
か
ら
は
鼓
と
角
笛
の
音
が
鳴
り
響
き
、

天
上
か
ら
は
將
軍
が
降
臨
し
た
よ
う
だ
。
犀
皮
の
鎧
は
い
つ
も
七
つ
の
錠
を

繫
い
だ
も
の
、
鐵
の
お
も
が
い
は
も
と
も
と
千
頭
の
戰
馬
。
雲
梯
を
使
っ
て

ひ
と
ま
ず
絳
城
を
攻
め
落
と
し
、
連
弩
で
も
っ
て
し
ば
ら
く
汾
州
に
廹
る
。

敵
の
軍
陣
を
眞
ん
中
で
切
斷
し
、
賊
の
兵
營
は
た
だ
ち
に
二
分
さ
れ
た
。
連

な
る
烽
火
が
嶺
か
ら
嶺
へ
次
々
と
傳
え
ら
れ
、
馬
の
い
な
な
き
は
河
を
隔
て

て
も
聞
こ
え
る
。
弓
矢
は
豪
雨
の
よ
う
に
飛
び
、
城
の
落
と
さ
れ
る
さ
ま
は

壞
れ
ゆ
く
雲
の
よ
う
だ
。
英
朙
な
齊
王
は
こ
の
戰
い
に
お
け
る
統
帥
、
ど
う

し
て
白
起
將
軍
を
任
用
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

陳
詩
は
天
册
萬
歲
元
年
（
六
九
五
）、
唐
が
突
厥
を
討
伐
し
た
際
、
あ
る
將
軍
の

出
陣
を
見
送
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
、
庾
詩
は
天
和
六
年
（
五
七
一
）、
北
周
の
軍

隊
に
從
っ
て
北
齊
を
討
伐
す
る
時
に
作
っ
た
も
の
、
ど
ち
ら
も
他
人
の
作
に
唱
和

し
た
詩
で
あ
る
。
詩
型
に
つ
い
て
、
上
尾
を
避
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
歬
述
し
た

よ
う
に
陳
詩
は
近
體
詩
に
分
類
さ
れ
る
が
、「
失
對
」
が
一
聯
、「
失
粘
」
が
二
箇

所
あ
る
。
こ
れ
は
庾
詩
の
「
失
對
」
が
一
聯
、「
失
粘
」
が
四
箇
所
あ
る
と
い
う
、

聲
律
意
識
が
未
成
熟
の
狀
況
に
近
い
。
詩
法
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
歬
の
二
例
の

よ
う
に
各
聯
が
順
を
追
っ
て
對
應
し
合
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
類
似
す

る
要
素
は
多
い
。
例
え
ば
陳
詩
第
一
聯
の
「
天
上
將
」、
す
な
わ
ち
歬
漢
の
將
軍

周
亞
夫
に
關
す
る
典
故
は
、
庾
詩
の
第
二
聯
「
天
上
下
將
軍
」
に
對
應
す
る
。
第

二
聯
で
討
伐
す
る
地
を
二
句
に
分
け
て
述
べ
る
の
は
庾
詩
の
第
四
聯
と
近
似
す
る

し
、
第
三
聯
に
戰
馬
と
兵
士
の
盛
況
を
描
く
の
は
庾
詩
の
第
三
聯
と
一
致
す
る
。

最
後
の
第
六
聯
に
班
超
の
典
故
を
用
い
、
反
語
に
よ
っ
て
將
軍
を
勵
ま
し
て
結
ぶ

の
は
、
庾
詩
最
後
の
第
八
聯
に
白
起
の
典
故
を
用
い
、
や
は
り
反
語
に
よ
っ
て

「
英
王
」（
北
周
の
齊
王
宇
文
憲
）
を
贊
美
す
る
表
現
と
も
重
な
り
合
う
。

特
に
㊟
意
す
べ
き
は
、
陳
詩
の
第
四
聯
で
あ
る
。
こ
の
聯
は
許
學
夷
に
よ
っ
て

「
體
皆
整
栗
、
語
皆
偉
麗
、
其
氣
象
風
格
乃
大
備
矣（

（3
（

（
ス
タ
イ
ル
は
み
な
整
然
と
し
て
、

言
葉
使
い
は
み
な
雄
偉
壯
麗
。
そ
の
氣
象
と
風
格
は
完
備
し
て
い
る
）」
と
稱
贊
さ
れ
た
。

「
語
皆
偉
麗
」
と
い
う
評
價
は
、
お
そ
ら
く
星
・
⺼
・
天
・
地
・
山
・
川
と
い
う

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
語
を
も
っ
て
陣
立
て
を
形
容
す
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
點
は

庾
詩
の
ほ
う
に
も
見
ら
れ
、
第
一
聯
と
第
二
聯
に
は
同
じ
く
星
・
河
・
天
・
地
の

語
を
使
っ
て
陣
立
て
の
雄
壯
さ
を
描
き
出
す
。「
其
氣
象
風
格
乃
大
備
」
と
い
う

陳
子
昂
の
こ
う
し
た
作
品
が
庾
信
晚
年
の
「
凌
雲
健
筆
」
と
稱
さ
れ
る
詩
法
と
緊

密
な
關
連
が
あ
る
こ
と
は
、
一
層
朙
ら
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（3
（

。

お
わ
り
に

文
學
の
復
古
を
提
唱
し
た
先
驅
者
と
し
て
知
ら
れ
る
陳
子
昂
は
、
た
だ
一
方

的
に
漢
魏
詩
を
師
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
五
言
古
詩
の
連
作
「
感
遇
」
に
せ

よ
、「
古
律
混
淆
」
の
詩
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
近
體
詩
と
見
な
さ
れ
る
も
の
に
せ

よ
、
い
ず
れ
も
庾
信
の
詩
と
の
關
連
性
が
强
い
。「
庾
信
體
」
に
お
け
る
聲
律
の

調
和
と
未
成
熟
と
い
う
兩
面
性
の
特
徵
を
踏
襲
し
た
り
、
庾
信
晚
年
の
詩
法
を
受

容
し
た
痕
跡
も
窺
え
る
。
皎
然
の
「
反
古
曰
復
、
不
滯
曰
變
」
と
い
う
說
に
從
う

な
ら
ば
、
聲
律
意
識
の
な
い
漢
魏
古
詩
の
形
に
拘
ら
な
い
陳
子
昂
の
詩
は
、
漢
魏

詩
へ
の
復
歸
と
い
う
點
に
お
い
て
、
到
底
「
復
多
變
少
」
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、

盧
藏
用
「
陳
伯
玉
文
集
序
」
の
「
至
於
徐
庾
、
天
之
將
喪
斯
文
也
」
と
い
う
先
入

觀
に
囚
わ
れ
て
、
陳
子
昂
と
庾
信
の
關
係
を
否
定
す
る
の
も
妥
當
で
は
な
い
。
陳

子
昂
の
詩
に
お
け
る
復
古
は
、
漢
魏
古
詩
の
精
神
を
受
け
繼
ぐ
と
同
時
に
、
四
聲

八
病
の
聲
律
論
や
「
庾
信
體
」
の
聲
律
と
詩
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
も
の
で



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

四
二

あ
っ
た
。

陳
子
昂
詩
の
こ
う
し
た
特
徵
は
、
後
續
の
古
文
家
た
ち
に
も
踏
襲
さ
れ
、
例
え

ば
盛
・
中
唐
の
古
文
家
獨
孤
及
（
七
二
五
〜
七
七
七
）
は
「
唐
故
左
補
闕
安
定
皇

甫
公
（
皇
甫
冉
）
集
序
」
で
「
以
古
之
比
興
、
就
今
之
聲
律（
（3
（

（
古
の
比
興
に
よ
っ
て
、

今
の
聲
律
に
合
わ
せ
る
）」
と
い
う
。「
古
」
と
「
今
」、あ
る
い
は
「
復
」
と
「
變
」

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
融
合
さ
せ
る
と
い
う
主
張
は
、
ま
さ
し
く
陳
子
昂
詩
の
特
徵
と

軌
を
一
に
す
る
だ
ろ
う
。
陳
子
昂
の
文
學
史
上
の
地
位
は
、
盛
・
中
唐
の
古
文
家

た
ち
の
推
獎
を
經
て
、
し
だ
い
に
上
昇
し
て
い
っ
た
。
獨
孤
及
と
そ
の
弟
子
の
梁

肅
（
七
五
三
〜
七
九
三
）
は
陳
子
昂
を
唐
代
に
お
け
る
文
學
復
古
の
先
驅
者
に
位
置

づ
け（

（3
（

、
こ
れ
は
さ
ら
に
韓
愈
（
七
六
八
〜
八
二
四
）
に
も
繼
承
さ
れ
、「
國
朝
盛
文

章
、
子
昂
始
高
蹈（

（4
（

（
我
が
唐
王
朝
で
は
文
學
が
盛
ん
に
な
り
、
陳
子
昂
が
よ
う
や
く
高
ら

か
な
一
步
を
踏
み
出
し
た
）」
と
詠
わ
れ
る
に
至
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
陳
子
昂

評
價
お
よ
び
文
學
復
古
の
潮
流
に
つ
い
て
、
從
來
の
硏
究
で
は
し
ば
し
ば
「
古
」

（
漢
魏
の
文
學
）
に
戾
る
面
ば
か
り
が
㊟
目
を
集
め
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、「
今
」

（
庾
信
な
ど
齊
梁
の
文
學
）
を
取
り
入
れ
る
面
に
關
す
る
檢
討
は
い
ま
だ
十
分
と
は

言
え
な
い
。
小
論
が
い
さ
さ
か
な
り
と
も
先
行
硏
究
の
缺
を
補
い
得
た
と
す
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

徐
鵬
校
點
『
陳
子
昂
集
（
修
訂
本
）』
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
一
三
版
、
卷
一
「
修

竹
篇
序
」、
一
六
頁
。
以
下
、
陳
子
昂
詩
文
の
引
用
は
全
て
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。

（
２
）　

皎
然
著
、
李
壯
鷹
校
㊟
『
詩
式
校
㊟
』
人
民
文
學
出
版
社
二
〇
〇
三
版
、
卷
五

「
復
古
通
變
體
」、
三
三
〇
頁
。

（
３
）　

羅
⺼
霞
主
編
『
宋
濂
全
集
』
浙
江
古
籍
出
版
社
一
九
九
九
版
、
卷
四
「
答
章
秀
才

論
詩
書
」、
二
〇
八
頁
。

（
４
）　

李
攀
龍
撰
、
包
敬
第
標
校
『
滄
溟
先
生
集
』
卷
一
五
「
選
唐
詩
序
」、
上
海
古
籍

出
版
社
一
九
九
二
版
、
三
七
七
頁
。

（
５
）　

許
學
夷
『
詩
源
辯
體
』
人
民
文
學
出
版
社
一
九
八
七
版
、
卷
一
三
、
第
一
條
、
一

四
四
頁
。

（
６
）　
『
陳
子
昂
集
』
の
底
本
は
四
部
叢
刊
影
印
朙
楊
澄
校
本
で
あ
り
、
本
集
十
卷
に
百

二
十
首
、
補
遺
の
部
分
に
七
首
の
詩
を
收
錄
す
る
。
盧
藏
用
「
陳
伯
玉
文
集
序
」
に

よ
れ
ば
、
陳
子
昂
の
文
集
は
も
と
十
卷
あ
り
、
四
部
叢
刊
本
の
卷
數
と
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
唐
代
以
來
、
系
統
的
に
流
傳
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

（
７
）　

こ
こ
で
近
體
詩
と
判
定
し
た
の
は
、
①
全
て
の
句
が
律
句
（
一
聯
單
位
で
は
上
・

下
句
と
も
律
句
で
あ
る
が
、
反
法
に
違
反
す
る
例
も
時
折
見
ら
れ
る
。
嚴
密
に
は
近

體
詩
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
許
容
す
る
。
詳
細
は
後
述
）、
②
首

尾
の
二
聯
以
外
が
全
て
對
偶
（
第
二
聯
を
對
偶
に
し
な
い
代
わ
り
に
第
一
聯
を
對
偶

に
す
る
の
は
許
容
す
る
）、
と
い
う
二
つ
の
條
件
に
基
づ
く
。

（
８
）　
「
薊
丘
覽
古
贈
盧
居
士
藏
用
」
七
首
其
の
一
、
二
、
四
、
五
、
六
、
七
、「
古
意
題

徐
令
壁
」、「
贈
別
冀
侍
郞
崔
司
議
論
」
の
計
八
首
。

（
９
）　

遍
照
金
剛
著
、
盧
盛
江
校
考
『
文
鏡
祕
府
論
彙
校
彙
考
（
修
訂
本
）』
中
華
書
局

二
〇
一
五
版
、
西
卷
「
文
二
十
八
種
病
」、
八
八
四
頁
。

（
10
）　
『
文
鏡
祕
府
論
彙
校
彙
考
』
西
卷
、
八
八
四
頁
、
附
『
文
筆
眼
心
抄
』、
一
九
二
三

頁
。

（
11
）　

舊
題
魏
文
帝
撰
『
詩
格
』「
八
病
・
上
尾
二
」、
張
伯
偉
撰
『
全
唐
五
代
詩
格
彙

考
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
二
版
、
一
〇
六
頁
。
張
氏
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、

こ
の
書
は
『
吟
窓
雜
錄
』
卷
一
所
收
の
も
の
が
最
も
古
く
、
北
宋
末
以
歬
の
僞
作
と

推
測
さ
れ
る
が
、
遺
文
の
保
存
狀
況
か
ら
判
斷
し
て
、
初
唐
の
人
の
詩
論
と
見
な
せ

る
と
い
う
（
九
八
〜
九
九
頁
）。

（
12
）　
『
文
鏡
祕
府
論
彙
校
彙
考
』
西
卷
、
八
九
二
頁
、
八
九
〇
頁
。

（
13
）　

歬
述
し
た
「
聲
律
不
合
の
五
言
古
詩
」
八
首
に
上
尾
を
犯
し
た
例
は
な
い
。



陳
子
昂
詩
の
「
復
多
變
少
」
お
よ
び
「
庾
信
體
」
と
の
關
係

四
三

こ
の
詩
は
『
陳
子
昂
集
』
の
本
集
に
は
見
え
な
い
が
、
補
遺
（
二
七
七
頁
）
に
收
錄

さ
れ
る
。『
歲
時
雜
詠
』
は
問
題
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、「
陳
子
昂
年
譜
」

（
彭
慶
生
校
㊟
『
陳
子
昂
集
校
㊟
』
黃
山
書
社
二
〇
一
五
版
、
附
錄
二
、
一
五
二
一

頁
）
な
ど
の
先
行
硏
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
調
露
二
年
（
六
八
〇
）
の
作
。
陳
子

昂
の
經
歷
と
齟
齬
せ
ず
、
僞
作
の
可
能
性
が
低
い
。
以
下
、
陳
子
昂
詩
の
繫
年
は
全

て
こ
の
年
譜
に
よ
る
。

（
24
）　
『
周
書
』
卷
一
三
「
趙
王
招
傳
」、
中
華
書
局
一
九
七
一
版
、
二
〇
二
頁
。

（
25
）　
「
初
、
王
（
晉
王
楊
廣
、
の
ち
の
隋
煬
帝
）
屬
文
、
爲
庾
信
體
」。『
隋
書
』
卷
五

八
「
柳
䛒
傳
」、
中
華
書
局
一
九
七
三
版
、
一
四
二
三
頁
。　

（
26
）　
『
全
唐
詩
』
卷
一
、
中
華
書
局
一
九
七
九
版
、
一
〇
頁
。
劉
克
莊
『
後
村
先
生
大

全
集
』
卷
一
七
七
「
詩
話
（
續
集
）」、
四
部
叢
刊
初
編
、
九
葉
裏
。

（
27
）　

王
力
『
漢
語
詩
律
學
』
第
一
章
第
十
節
「
失
對
和
失
粘
」、
一
一
四
頁
。

（
28
）　

例
え
ば
徐
陵
（
五
〇
七
〜
五
八
三
）
の
現
存
す
る
五
言
詩37

首166

聯
、
陰
鏗

（
五
一
一
？
〜
五
六
三
？
）
の34

首156

聯
、
王
襃
（
五
一
三
〜
五
七
六
）
の44

首235

聯
に
は
、
上
尾
を
犯
す
例
が
ほ
ぼ
見
え
ず
、
律
聯
率
は
そ
れ
ぞ
れ82.5%

（137/166

）、71.2%

（111/156

）、61.3%

（144/235

）
に
逹
す
る
。
こ
れ
に

對
し
、「
失
對
」
と
「
失
粘
」
お
よ
び
反
法
・
粘
法
と
も
に
規
則
に
合
う
詩
の
比
率

（
詩
數
）
は
徐
＝18

首22

聯
、24

首35

箇
所
、16.2%

（6/37

）、
陰
＝27

首

43

聯
、29

首56

箇
所
、5.8%

（2/34

）、
王
＝37

首85

聯
、39

首106

箇
所
、

4.5%

（2/44

）
で
あ
る
（
詩
の
調
査
は
逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
詩
』

中
華
書
局
一
九
八
三
版
に
よ
る
）。
い
ず
れ
も
庾
信
の
詩
の
狀
況
に
近
似
す
る
。

（
29
）　

方
回
選
評
、
李
慶
甲
集
評
校
點
『
瀛
奎
律
髓
彙
評
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
六

版
、
卷
一
「
登
覽
類
」、
陳
子
昂
「
渡
荊
門

楚
」、
一
頁
。

（
30
）　

㊟
（
15
）
所
揭
高
島
俊
男
論
文
、
九
九
、
一
〇
〇
頁
。

（
31
）　

松
原
朗
「
初
唐
朞
に
お
け
る
五
言
排
律
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」『
中
國
詩
文
論
叢
』

第
一
集
、
一
九
八
二
年
六
⺼
、
五
四
〜
五
五
頁
。

（
14
）　
「
子
昂
「
感
遇
」
三
十
首
、
出
自
阮
公
「
詠
懷
」」。『
詩
式
校
㊟
』
卷
三
「
直
用
事

第
三
格
」、
二
二
一
頁
。

（
15
）　

高
島
俊
男
「
初
唐
朞
に
お
け
る
五
言
律
詩
の
形
成

―
特
に
そ
の
平
仄
配
置
に
つ

い
て

―
」『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
二
五
集
、
一
九
七
三
年
十
⺼
、
九
九
頁
。

（
16
）　
「
爲
詩
壇
指
出
了
界
分
古
・
律
的
關
鍵
在
於
上
溯
漢
魏
」「
極
力
減
少
律
化
的
句
式
、

…
…
以
此
拉
大
古
詩
和
律
詩
的
距
離
」。
葛
曉
音
「
陳
子
昂
與
初
唐
五
言
詩
古
、
律

體
調
的
界
分

―
論
朙
淸
詩
論
中
的
”唐
無
五
古
“
說
」『
文
史
哲
』
二
〇
一
一

年
第
三
朞
、
一
〇
七
、
一
一
〇
頁
。

（
17
）　

初
唐
の
元
兢
は
三
つ
の
「
調
聲
之
術
」
を
擧
げ
、
そ
の
三
「
相
承
」
は
「
若
上
句

五
字
之
內
、
去
上
入
字
則
多
、
而
平
聲
極
少
者
、
則
下
句
用
三
平
承
之
」（『
文
鏡
祕

府
論
彙
校
彙
考
』
天
卷
、
一
五
七
頁
）
と
い
う
。
ま
た
、
歬
揭
葛
曉
音
論
文
も
「
相

承
術
卻
是
一
條
必
然
產
生
三
平
調
的
規
則
」（
一
〇
一
頁
）
と
指
摘
す
る
。

（
18
）　
『
詩
式
校
㊟
』
卷
三
「
直
用
事
第
三
格
」、
二
二
一
〜
二
二
二
頁
。

（
19
）　

詩
の
調
査
に
は
、
陳
伯
君
校
㊟
『
阮
籍
集
校
㊟
』
中
華
書
局
一
九
八
七
版
、
淸
・

倪
璠
㊟
『
庾
子
山
集
㊟
』
中
華
書
局
一
九
八
〇
版
、
熊
飛
校
㊟
『
張
九
齡
集
校
㊟
』

中
華
書
局
二
〇
〇
八
版
、
瞿
蛻
園
・
朱
金
城
校
㊟
『
李
白
集
校
㊟
』
上
海
古
籍
出
版

社
一
九
八
〇
版
を
用
い
た
。
以
下
、
阮
籍
と
庾
信
の
詩
文
の
引
用
は
全
て
以
上
の
テ

キ
ス
ト
に
よ
る
。

（
20
）　

孟
棨
『
本
事
詩
』
高
逸
第
三
、
丁
福
保
『
歷
代
詩
話
續
編
』
中
華
書
局
一
九
八
三

版
、
一
四
頁
。

（
21
）　

楊
愼
『
升
庵
詩
話
』
卷
九
「
庾
信
詩
」
條
、
丁
福
保
『
歷
代
詩
話
續
編
』
中
華
書

局
一
九
八
三
版
、
八
一
五
頁
。

（
22
）　
「
他
（
陳
子
昂
を
指
す
）
對
徐
庾
直
至
上
官
儀
講
究
聲
律
確
實
暗
含
批
判
之
意
」。

杜
曉
勤
「
陳
子
昂
的
詩
體
”復
古
“
觀
與
詩
律
實
踐
」『
齊
梁
詩
歌
向
盛
唐
詩
歌
的

嬗
變
』
北
京
大
學
出
版
社
二
〇
〇
九
版
、
六
〇
頁
。

（
23
）　

蒲
積
中
『
歲
時
雜
詠
』、
商
務
印
書
館
影
四
庫
全
書
珍
本
二
集
、
卷
七
、
三
葉
裏
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

四
四

五
二
六
一
頁
）
な
ど
を
參
照
。

（
40
）　

韓
愈
「
薦
士
」、
錢
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繫
年
集
釋
』
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
七
版
、

卷
五
、
五
二
八
頁
。

（
32
）　
「
五
言
近
體
詩
」
と
す
る
判
斷
は
、
反
法
と
粘
法
に
合
う
か
否
か
を
問
わ
ず
、
㊟

（
７
）
と
同
樣
、
よ
り
緩
や
か
な
條
件
に
よ
る
。
表
中
の
「
整
っ
た
近
體
」
と
は
反

法
・
粘
法
い
ず
れ
も
聲
律
の
規
則
に
合
う
詩
を
指
す
。
作
品
の
調
査
は
基
本
的
に

『
全
唐
詩
』
に
よ
る
が
、
沈
・
宋
に
つ
い
て
は
陶
敏
・
易
淑
瓊
『
沈
佺
朞
宋
之
問
集

校
㊟
』
中
華
書
局
二
〇
〇
一
版
を
用
い
た
。

（
33
）　

韓
理
洲
・
周
子
瑜
な
ど
の
硏
究
者
は
陳
子
昂
が
齊
梁
詩
人
に
學
ん
だ
こ
と
を
指
摘

し
て
お
り
、
そ
の
說
は
傾
聽
に
値
す
る
が
、
齊
梁
の
聲
律
論
や
庾
信
詩
と
の
關
連
に

觸
れ
ず
、
ま
た
結
局
の
と
こ
ろ
方
回
の
い
う
「
近
體
之
祖
」
說
に
收
束
し
て
し
ま
い
、

充
分
な
檢
討
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
韓
理
洲
「
陳
詩
的
淵
源
」『
陳
子
昂
硏

究
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
八
版
、
一
四
〇
〜
一
四
一
頁
、
周
子
瑜
「
陳
子
昂
詩

論
、
詩
作
及
其
與
魏
晉
六
朝
詩
歌
之
閒
的
關
係
」『
陳
子
昂
硏
究
論
集
』
中
國
靑
年

出
版
社
一
九
八
九
版
、
一
二
二
〜
一
二
七
頁
を
參
照
。

（
34
）　

仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
㊟
』
中
華
書
局
一
九
九
七
版
、
卷
一
七
、
一
四
九
九
頁
、
卷
一

一
、
八
九
八
頁
。

（
35
）　

鈴
木
敏
雄
「
庾
信
「
擬
詠
懷
」
原
詩
考
」『
中
國
中
世
文
學
硏
究
』
第
六
一
號
、

二
〇
一
二
年
九
⺼
、
三
八
〜
三
九
頁
。

（
36
）　
『
詩
源
辯
體
』
卷
一
三
、
第
一
三
條
、
一
四
九
頁
。

（
37
）　

以
上
擧
げ
た
例
の
ほ
か
、「
感
遇
」
其
の
三
十
五
の
「
西
馳
丁
零
塞
、
北
上
單
于

臺
」（
卷
一
、
一
〇
頁
）
と
「
擬
詠
懷
」
其
の
九
の
「
北
臨
玄
菟
郡
、
南
戍
朱
鳶
城
」

（
卷
三
、
二
三
五
頁
）、
陳
子
昂
「
秋
園
臥
病
呈
暉
上
人
」
の
「
圖
書
紛
滿
床
、
山
水

靄
盈
室
」（
卷
二
、
五
三
頁
）
と
庾
信
「
寒
園

目
」
の
「
遊
仙
半
壁
畫
、
隱
士
一

床
書
」（
卷
四
、
二
八
一
頁
）
な
ど
の
表
現
に
も
、
陳
子
昂
が
庾
信
の
詩
を
受
容
し

た
痕
跡
を
窺
え
る
。

（
38
）　
『
全
唐
文
』
卷
三
八
八
、
中
華
書
局
一
九
八
三
版
、
三
九
四
一
頁
。

（
39
）　

他
に
も
獨
孤
及
「
檢
校
尙
書
吏
部
員
外
郞
趙
郡
李
公
（
李
華
）
中
集
序
」
や
梁
肅

「
補
闕
李
君
（
李
翰
）
歬
集
序
」（『
全
唐
文
』
卷
三
八
八
、
三
九
四
五
頁
、
卷
五
一
八
、




